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はじめに

『Oracle Application Expressエンド・ユーザーズ・ガイド』では、エンド・ユーザーの観点からOracle Application Expressアプリケーションを使用する方法を紹介します。このガイドでは、Webシートおよび対話モード・レポートの使用方法、およびデータのアップロード機能があるアプリケーションの使用方法を説明します。

Oracle Application Expressアプリケーションの開発の詳細は、『Oracle データベース・アプリケーション Express 2日で開発者ガイド』および『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のクイック・スタートを参照してください。


内容は次のとおりです。

	
トピック概要


	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





トピック概要

このマニュアルの項は次のとおりです。


	タイトル	説明
	Oracle Application Expressについて
	Oracle Application Express開発環境に関する概要を説明します。
	Webシートの使用
	Oracle Application Express Webシート・アプリケーションの概要を説明します。
	対話モード・レポートの使用
	Oracle Application Express対話モード・レポートの使用方法の概要を説明します。
	データのアップロード
	既存のアプリケーションのデータのロード・ウィザードを使用して、Oracle Application Expressアプリケーションにデータをインポートする方法を説明します。







対象読者

『Oracle Application Expressエンド・ユーザーズ・ガイド』は、Oracle Application Expressアプリケーションを実行するエンド・ユーザーを対象としています。このガイドを使用するには、リレーショナル・データベースの概念、およびOracle Application Expressを実行するオペレーティング・システム環境について理解しておく必要があります。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。


関連ドキュメント

詳細は、次のOracleドキュメントを参照してください。

	
Oracle Application Expressリリース・ノート


	
Oracle Application Expressインストレーション・ガイド


	
Oracle Database Application Express 2日で開発者ガイド


	
Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド


	
Oracle Application Express管理ガイド


	
Oracle Application Express SQLワークショップ・ガイド


	
Oracle Application Express APIリファレンス


	
Oracle Application Expressアプリケーション移行ガイド




Oracle Technology Network(OTN)で入手できる追加のドキュメントについては、次のOracle Application ExpressのWebサイトにアクセスしてください。


http://www.oracle.com/technetwork/developer-tools/apex/overview/index.html


その他のアプリケーションの例については、Learning Libraryを参照してください。Oracle by Example(OBE)、デモ、チュートリアルなどの無料オンライン・トレーニング・コンテンツを検索します。次のURLでOracle Learning Libraryにアクセスしてください。


http://www.oracle.com/technetwork/tutorials/index.html


印刷されたマニュアルは次のURLのOracle Storeで入手できます。

http://shop.oracle.com/

すでにOTNのユーザー名およびパスワードを取得している場合は、次のURLでOTN Webサイトのドキュメントのセクションに直接接続できます。

http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/index.html


表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。











1 Oracle Application Expressについて

このドキュメントでは、エンド・ユーザーの観点からOracle Application Expressアプリケーションを使用する方法を紹介します。Oracle Application Expressアプリケーションの開発の詳細は、『Oracle Database Application Express 2日で開発者ガイド』および『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のクイック・スタートを参照してください。


内容は次のとおりです。

	
Oracle Application Expressについて


	
Webシート・アプリケーションについて


	
データベース・アプリケーションについて


	
ブラウザ要件について






Oracle Application Expressについて

Oracle Application Expressは、Oracle Databaseのための高速Webアプリケーション開発ツールです。開発者は、ウィザードや直接の入力で、データベース・オブジェクトの外観としてHTMLインタフェース(またはアプリケーション)を構築できます。各アプリケーションは、タブ、ボタンまたはハイパーテキスト・リンクを使用してリンクされたページのコレクションです。

ユーザーはアプリケーションを作成することにより、Oracle Databaseのデータを管理、操作および表示できます。開発者は、Oracle Application Expressで2種類のアプリケーションを構築できます。

	
Webシート・アプリケーション


	
データベース・アプリケーション









Webシート・アプリケーションについて

Webシートとは、テキストとデータを組み合わせた対話モードのWebページです。Webシート・アプリケーションには、ナビゲーション・コントロールや検索機能およびファイル、ノート、タグなどの注釈を追加する機能があります。詳細は、「Webシートの使用」を参照してください。






データベース・アプリケーションについて

Oracle Application Expressでは、プログラミングの経験が少ない開発者でも、Webブラウザの使用のみで強力なデータベース・アプリケーションを開発できます。データベース・アプリケーションは、Oracle Databaseに格納された情報を迅速に追加、更新および表示できる、対話モードのユーザー・インタフェース(UI)です。この情報は、静的および対話モードのレポート、フォーム、地図、チャートなど、様々な形式で表示できます。

このガイドでは、エンド・ユーザーが対話モード・レポートをカスタマイズする方法を説明します。対話モード・レポートでは、検索、フィルタ処理、ソート、列選択、ハイライトなどのデータ操作を行うことで、レポート・データの表示をカスタマイズできます。また、エンド・ユーザーは、カスタマイズしたレポートを保存し、ローカルで表示できます。詳細は、「対話モード・レポートの使用」を参照してください。

このガイドでは、既存のアプリケーションのデータのロード・ウィザードを使用して、Oracle Application Expressアプリケーションにデータをインポートする方法を説明します。詳細は、「対話モード・レポートの使用」を参照してください。






ブラウザ要件について

Oracle Application Expressアプリケーションを実行するには、Java Script、HTML 4.0、およびCSS 1.0標準をサポートするWebブラウザが必要です。これらの要件を満たすブラウザは次のとおりです。

	
Microsoft Internet Explorer 7.0以上


	
Mozilla Firefox 14以上


	
Google Chrome 21以上


	
Apple Safari 5.0以上












2 Webシートの使用

Webシート・アプリケーションとは、テキストとデータが組み合わさった対話モードの複数のWebページです。これらのアプリケーションは、ユーザーによって定義される非常に動的なアプリケーションです。Webシート・アプリケーションには、ナビゲーション・コントロール、検索機能や、ファイル、ノート、タグなどの注釈を追加する機能があります。Webシート・アプリケーションは、アクセス制御リストおよびいくつかの組込み認証モデルを使用して保護できます。


内容は次のとおりです。

	
Webシートの実行


	
Webシートの使用について


	
Webシート・ページの管理


	
ページ・セクションの追加と編集について


	
テキスト・セクションについて


	
ナビゲーション・セクションについて


	
データ・グリッドの追加について


	
データ・コンテンツの追加と編集について


	
データ・レポートの追加について


	
データ・セクションについて


	
チャート・セクションについて


	
PL/SQLセクションについて


	
マークアップ構文の理解


	
注釈の管理


	
Webシート・アプリケーションの管理


	
Webシートの表示







	
関連項目:

『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のWebシート・アプリケーションに関する説明









Webシートの実行

Webシートを実行するためのURLおよびアカウントの資格証明(つまり、ユーザー名およびパスワード)は、開発者によって提供されます。

Webシートを実行するには、次のステップを実行します。

	
提供されたURLをクリックするか、ブラウザのアドレス・フィールドにそれを入力します。

ログイン・ページが表示されます。

[image: websheet_login.gifの説明が続きます]

図websheet_login.gifの説明



	
ログイン・ページで、次のステップを実行します。

	
ユーザー名: ユーザー名を入力します。


	
パスワード:パスワードを入力します。


	
「ログイン」をクリックします。




Webシート・アプリケーションが表示されます。







	
関連項目:

『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のWebシートの実行に関する説明












Webシートの使用について

この項では、すべてのWebシート・アプリケーションに共通のインタフェース要素について説明します。


内容は次のとおりです。

	
ブレッドグラムおよびナビゲーション・セクションの使用


	
オンライン・ヘルプについて


	
ログアウト・リンクについて


	
Webシート検索について


	
コントロール・パネルについて






ブレッドグラムおよびナビゲーション・セクションの使用

ブレッドクラムが各Webシート・ページの上部に表示されます。マウスを「ホーム」ブレッドクラムに重ねると、すべてのWebシート・ページへのリンクのサブメニューが表示されます。別のページを参照するには、この子ブレッドグラム・エントリをクリックします。

[image: websheet_bread.gifの説明が続きます]

図websheet_bread.gifの説明




ナビゲーション・セクションについて

Webシートにはページを複数含めることが可能です。各ナビゲーション・セクションには、ページまたはページ・セクション間をナビゲートする階層ツリーがあります。

[image: 図websheet_nav.gifの説明が続きます]

図websheet_nav.gifの説明



ツリーを展開または折りたたむには、左側の矢印をクリックします。特定のセクションまたはページにリンクするには、それをクリックします。すべてのページおよびページのサブセクションを表示するには、「すべて開く」をクリックします。ツリーをデフォルトの表示に戻すには、「リセット」をクリックします。詳細は、「ナビゲーション・セクションについて」を参照してください。


ページ・セクションの表示または非表示

ページ・セクションは非表示および表示できます。セクションを非表示および表示にするには、セクション名の左側にある矢印をクリックします。

[image: 図websheet_nav1.gifの説明が続きます]

図websheet_nav1.gifの説明







オンライン・ヘルプについて

[image: websheet_help.gifの説明が続きます]

図websheet_help.gifに関する説明



各ページの右上には、「ヘルプ」ボタンが表示されています。「ヘルプ」をクリックすると、Webシート機能の概要を説明する小さいヘルプ・システムが表示されます。「情報」、「概要」、「アクセス制御」、「マークアップ構文」、「データ・グリッド」、「アプリケーション・コンテンツ」、「FAQ」タブがあります。




	
ヒント:

このオンライン・ヘルプ・システムの内容の詳細は、『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のWebシート・アプリケーションに関する説明でも説明しています。












ログアウト・リンクについて

[image: websheet_logout.gifの説明が続きます]

図websheet_logout.gifに関する説明



実行中のWebシートからログアウトするには、ページの右上にある「ログアウト」をクリックします。ログイン・ページが表示されます。アプリケーション・ビルダーに戻るには、「開発に戻る」をクリックします。






Webシート検索について

「Webシートの検索」フィールドは、各Webシート・ページの右上に表示されます。

[image: websheet_search.gifの説明が続きます]

図websheet_search.gifに関する説明



「Webシートの検索」を使用して、アプリケーション・コンテンツの大/小文字を区別しない検索を実行します。検索結果はレポートに表示されます。

[image: websheet_search2.gifの説明が続きます]

図websheet_search2.gifに関する説明



検索結果が表示されたら、ページの右側の「検索」リージョンを使用して、検索するコンテンツを制御します。検索可能なコンテンツは、次のとおりです。

	
ページ名


	
ページの別名


	
ページ詳細


	
セクション・タイトル


	
セクション・コンテンツ


	
ファイル名、別名、説明


	
タグ


	
ノート


	
データ・グリッド・データ




ビューを更新するには、「検索」ボタンをクリックします。






コントロール・パネルについて

多くのWebシート・ページの右側には、「コントロール・パネル」が表示されます。「コントロール・パネル」を非表示または表示するには、リージョン・タイトルの右側にある矢印をクリックします。

[image: websheet_control_panel.gifの説明が続きます]

図websheet_control_panel.gifに関する説明



Webシートの「コントロール・パネル」には、次のオプションがあります。

	
「新規セクション」。「ページ・セクションの追加と編集について」を参照してください。


	
「セクションの編集」。「ページ・セクションの追加と編集について」を参照してください。


	
「新しいページ」。「新しいページの追加」を参照してください。


	
「コピーの新規ページ」。「既存ページのコピー」を参照してください。


	
「ページの編集」。「ページの詳細の編集」を参照してください。


	
「ページ・ディレクトリ」。「ページ・ディレクトリの表示」を参照してください。


	
「新しいデータ・グリッド」。「データ・グリッドの作成」を参照してください。











Webシート・ページの管理

Webシートには、手動でページを追加することも、既存のページをコピーすることもできます。


内容は次のとおりです。

	
新しいページの追加


	
既存のページのコピー


	
ページの詳細の編集







	
ヒント:

「コントロール・パネル」で、「新しいページ」および「コピーの新規ページ」をクリックして新しいページを追加することもできます。









新しいページの追加

新しいWebシート・ページを追加するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「作成」メニューから、「新しいページ」を選択します。


	
「ページの作成」で、次のステップを実行します。

	
名前: ページ名を入力します。このページ名は、ウィンドウ・タイトルおよびブレッドクラムに表示されます。


	
ページの別名: ページの別名を指定します。この別名を使用して、このページにリンクできます。「ページへのリンク」を参照してください。


	
親ページ: このページがページ階層の一部である場合は、親ページを選択します。


	
「ページの作成」をクリックします。












既存のページのコピー

既存のページをコピーするには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「作成」メニューから、「コピーの新規ページ」を選択します。


	
「新しいページ名」で、新しいページの名前を入力します。


	
「ページのコピー」をクリックします。

成功メッセージが表示されます。


	
次のいずれかを選択します。

	
現在のページの表示


	
新規ページの表示










	
ヒント:

ページの詳細を編集して、親ページを変更できます。「ページの詳細の編集」を参照してください。












ページの詳細の編集

ページの詳細で、ページ番号、別名、親ページまたはページ詳細を変更できます。

ページの詳細を編集するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「編集」メニューから、「ページの編集」を選択します。


	
詳細ページでは、次の内容を実行できます。

	
名前: ページの名前を指定します。このページ名は、ウィンドウ・タイトルおよびブレッドクラムに表示されます。


	
別名: ページの別名を使用して、他のページへのリンクをページ・セクションに作成できます。ページの別名は1つのアプリケーション内で一意である必要があります。「ページへのリンク」を参照してください。


	
所有者: ページの所有者を指定します。


	
親ページ: 親ページを指定します。定義した親ページは、ブレッドクラムおよびページ間のナビゲーションの構築に使用されます。


	
ページ詳細: ページについて説明する説明テキストです。





	
「変更の適用」をクリックします。

成功メッセージが表示されます。







	
ヒント:

「コントロール・パネル」で、「ページの編集」をクリックしてページの詳細を編集することもできます。














ページ・セクションの追加と編集について

この項では、ページ・セクションを追加および編集する方法について説明します。


内容は次のとおりです。

	
セクション・タイプについて


	
セクションの編集について


	
ページ・セクションの削除


	
セクション・タイトルと表示順序の編集






セクション・タイプについて

Webシートは、セクションと呼ばれるコンテナで構成されるページに編成されます。各Webシート・ページに対して、次のセクション・タイプを追加できます。

	
テキスト: 入力したテキスト、インライン・イメージ、インライン・レポートや、レポート、データ・グリッド、他のページ、ファイル、外部URLへのリンクなどが表示されます。テキスト・セクションは、直感的なWYSIWIGエディタを使用して作成および変更できます。「テキスト・セクションについて」を参照してください。


	
ナビゲーション: 動的に生成されるナビゲーションを従属ページまたはページ・セクションに追加します。「ナビゲーション・セクションについて」を参照してください。


	
データ: データ・グリッドまたはレポートに基づいて、インライン・レポートを作成します。「データ・セクションについて」および「データ・レポートの追加について」を参照してください。


	
チャート: データ・グリッドまたはレポートに基づいて、チャートを作成します。「チャート・セクションについて」を参照してください。


	
PL/SQL: アプリケーション内で使用するSQLおよびSQLVALUE問合せを生成するためのデータ・グリッドを選択します。「PL/SQLセクションについて」を参照してください。









セクションの編集について

ページ・セクションを編集するには、次のステップを実行します。

	
「Webシートの実行」の説明に従って、Webシートを実行します。


	
各セクションの右上に表示される「編集」アイコンをクリックします。

[image: websheet_edit_sect.gifの説明が続きます]

図websheet_edit_sect.gifに関する説明



セクションの編集ページが表示されます。

[image: websheet_edit_sect2.gifの説明が続きます]

図websheet_edit_sect2.gifの説明






	
ヒント:

セクションの編集ページの左側に、カレント・ページ上のすべてのセクションのリストが表示されます。カレント・セクションはハイライト表示されます。別のセクションに移動するには、そのセクションを選択します。








	
セクションを編集し、「変更の適用」をクリックします。









ページ・セクションの削除

ページ・セクションを削除するには、次のステップを実行します。

	
「Webシートの実行」の説明に従って、Webシートを実行します。


	
セクションの右上に表示される「編集」アイコンをクリックします。

セクションの編集ページが表示されます。


	
「削除」をクリックします。









セクション・タイトルと表示順序の編集

セクションの編集ページで、セクション・タイトルや表示順序を変更できます。

すべてのセクションを編集するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「編集」メニューから、「セクションの編集」を選択します。

セクションの編集ページが表示されます。

[image: websheet_edit_sections.gifの説明が続きます]

図websheet_edit_sections.gifに関する説明



	
セクション・タイトルを編集するには、新しいタイトルを入力します。


	
セクションの順序を変更するには、セクション・タイトルの隣にある「上へ」および「下へ」の矢印をクリックします。


	
「変更の適用」をクリックします。







	
ヒント:

「コントロール・パネル」で、「セクションの編集」をクリックしてセクションを編集することもできます。














テキスト・セクションについて

Webシート・ページにテキストを追加するには、テキスト・セクションを作成します。テキスト・セクションに直接入力することも、スプレッドシートからコンテンツをコピー・アンド・ペーストすることもできます。スプレッドシートからコピー・アンド・ペーストすると、スプレッドシートの行ごとに新しいセクションが作成されます。


内容は次のとおりです。

	
テキスト・セクションの追加


	
テキスト・セクションの編集







	
関連項目:

「ページ・セクションの削除」および「マークアップ構文の理解」









テキスト・セクションの追加

テキスト・セクションを追加するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「作成」メニューから、「新規セクション」を選択します。


	
セクション・タイプのプロンプトが表示されたら、「テキスト」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「テキスト・セクションの作成」で、次のどちらかを選択します。

	
1つのテキスト・セクションの作成


	
スプレッドシートから複数のテキスト・セクションを作成





	
「1つのテキスト・セクションの作成」を選択する場合は、次のステップを実行します。

	
順序: セクションの表示順序を入力します。


	
タイトル: セクション・タイトルを入力します。


	
コンテンツ: テキストを入力します。テキストの書式設定の詳細は、「テキスト・セクションの編集」を参照してください。


	
「セクションの作成」をクリックします。





	
「スプレッドシートから複数のテキスト・セクションを作成」を選択する場合は、次のステップを実行します。

	
1行目に列ヘッダーが含まれる: 該当する場合にこのオプションを選択します。


	
スプレッドシート・データを貼付け: 2列のスプレッドシートまたはその他のタブ区切りデータを貼り付けます。1列目にはセクション・タイトル、2列目にはセクション・コンテンツが含まれている必要があります。


	
「セクションの作成」をクリックします。







	
ヒント:

「コントロール・パネル」で、「新規セクション」を選択して新しいセクションを追加することもできます。















テキスト・セクションの編集

テキスト・セクションは、直感的なWYSIWIGエディタを使用して編集および書式設定できます。

テキスト・セクションを編集するには、次のステップを実行します。

	
「Webシートの実行」の説明に従って、Webシートを実行します。


	
セクションの右上に表示される「編集」アイコンをクリックします。

[image: websheet_edit_sect.gifの説明が続きます]

図websheet_edit_sect.gifに関する説明



セクションの編集ページが表示されます。


	
表示されたフィールドにテキストを入力します。




	
ヒント:

リンクの追加または埋込みの詳細は、「マークアップ構文の理解」を参照してください。








	
書式設定を変更するには、右上隅にあるツールバーの展開アイコンをクリックします。

[image: websheet_toolbar2.gifの説明が続きます]

図websheet_toolbar2.gifに関する説明



ツールバーが表示されます。カーソルをアイコンに重ねると、説明ツールチップが表示されます。


	
このツールバーを非表示にするには、ツールバーの折り畳みアイコンをクリックします。

[image: websheet_toolbar.gifの説明が続きます]

図websheet_toolbar.gifに関する説明



	
変更を保存するには、「変更の適用」をクリックします。











ナビゲーション・セクションについて

ナビゲーション・セクションを作成して、動的に生成されるナビゲーションを従属ページまたはページ・セクションに追加できます。




	
関連項目:

「ナビゲーション・セクションについて」および「ページ・セクションの削除」および「セクション・タイトルと表示順序の編集」









ナビゲーション・セクションの追加

ナビゲーション・セクションを追加するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「作成」メニューから、「新規セクション」を選択します。


	
セクション・タイプのプロンプトが表示されたら、「ナビゲーション」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「ナビゲーション・タイプ」で次のステップを実行します。

	
次のいずれかを選択します。

	
ページ・ナビゲーション: Webシート内のすべてのページのナビゲーションを作成します。


	
セクション・ナビゲーション: ページ上のすべてのセクションのナビゲーションを作成します。





	
「次へ」をクリックします。





	
「ページ・ナビゲーション」を選択した場合、次を指定します。

	
順序: セクションの表示順序を入力します。


	
タイトル: セクション・タイトルを入力します。


	
開始ページ: 階層ナビゲーションを表示する開始ページを選択します。


	
最大レベル: 表示するレベルの最大数(つまりツリーの深さ)を選択します。


	
兄弟の並替え: 列での兄弟の順序を選択します。定義しない場合、兄弟はページ名順にソートされます。


	
「セクションの作成」をクリックします。





	
「セクション・ナビゲーション」を選択した場合、次を指定します。

	
順序: セクションの表示順序を入力します。


	
タイトル: セクション・タイトルを入力します。


	
「セクションの作成」をクリックします。














データ・グリッドの追加について

データ・グリッドとは、行または列に表示されるデータのセットです。データ・グリッドにデータは、スプレッド・シートにデータを保存するのと同じような方法で保存されます。作成後、時間の経過に応じて構造を修正できます。


内容は次のとおりです。

	
データ・グリッドについて


	
データ・グリッドの作成


	
データ・グリッドのコピー


	
データ・グリッドの表示と編集


	
データ・グリッドの変更履歴ログの表示


	
データ・グリッドの削除







	
関連項目:

「データ・コンテンツの追加と編集について」および「マークアップ構文の理解」









データ・グリッドについて

データ・グリッドは、列名、データ・ソースおよび基本検証を使用して構造を定義するか、スプレッドシート・データを貼り付けて作成できます。作成後、必要に応じて構造を修正できます。

ユーザーは、列の選択、フィルタの適用、ハイライト処理、ソート処理などを行ってレポート・データのレイアウトを変更できます。ユーザーは、ブレーク、集計、グループ化、計算および各種チャートを定義することもできます。また、ユーザーは、データ・グリッドの複数のバリエーションを作成し、パブリックまたはプライベートの参照用に名前付きレポートとして保存できます。データ・グリッドのデータを使用し、任意のページにチャートまたはレポートとして含めることができます。




	
関連項目:

「チャート・セクションについて」












データ・グリッドの作成

構造(列名、データ・ソースおよび基本検証)を定義するか、スプレッドシート・データに貼り付けることによってデータ・グリッドを作成できます。各データ・グリッドには、定義済の列に加えて、所有者、作成者、作成日、更新者、更新日、行順序および注釈(ファイル、ノート、リンクおよびタグ)という標準の列が常に含まれます。


内容は次のとおりです。

	
データ・グリッドを最初から作成


	
スプレッドシート・データのコピー・アンド・ペーストによるデータ・グリッドの作成






データ・グリッドを最初から作成

データ・グリッドを最初から作成する場合は、列名、データ型および基本的な値を定義する必要があります。基本構造を作成した後で、それにデータを移入できます。

データ・グリッドを最初から作成するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「作成」メニューから、「新しいデータ・グリッド」を選択します。




	
ヒント:

「コントロール・パネル」で、「新しいデータ・グリッド」を選択することもできます。








	
セクション・タイプのプロンプトが表示されたら、「最初から」を選択し、「次へ」をクリックします。

[image: data_grid_srcatch.gifの説明が続きます]

図data_grid_srcatch.gifに関する説明



	
次を指定します。

	
名前: データ・グリッド名を入力します。


	
別名: データ・グリッドの別名を入力します。この別名を使用して、他のページ・セクションでこのデータ・グリッドにリンクできます。データ・グリッドの別名は1つのアプリケーション内で一意である必要があります。


	
列名とデータ型を指定して、データ・グリッド構造を定義します。順序を変更するには、「移動」の下で「上へ」および「下へ」矢印をクリックします。

列をさらに追加するには、「列の追加」をクリックします。


	
「データ・グリッドの作成」をクリックします。




データ・グリッドが表示されます。


	
データを追加するには、「行の追加」をクリックします。「データ・グリッドのデータの編集」を参照してください。









スプレッドシート・データのコピー・アンド・ペーストによるデータ・グリッドの作成

スプレッドシート・データをコピー・アンド・ペーストしてデータ・グリッドを作成するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「作成」メニューから、「新しいデータ・グリッド」を選択します。




	
ヒント:

「作成」メニューまたは「コントロール・パネル」から「新しいデータ・グリッド」を選択することも可能です。








	
セクション・タイプのプロンプトが表示されたら、「コピー・アンド・ペースト」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
次を指定します。

	
名前: データ・グリッド名を入力します。


	
別名: データ・グリッドの別名を入力します。この別名を使用して、ページ・セクションでこのデータ・グリッドにリンクできます。データ・グリッドの別名は1つのアプリケーション内で一意である必要があります。


	
1行目に列ヘッダーが含まれる: 該当する場合にこのオプションを選択します。


	
スプレッドシート・データを貼付け: スプレッドシート・プログラムからロードするデータをコピー・アンド・ペーストします。


	
「アップロード」をクリックします。




データ・グリッドが表示されます。











データ・グリッドのコピー

データ・グリッドをコピーするには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「データ・グリッド」メニューから、既存のデータ・グリッドを選択します。

データ・グリッドが表示されます。


	
「管理」メニューから、「コピー」を選択します。


	
新しいデータ・グリッド名を入力し、「コピー」をクリックします。









データ・グリッドの表示と編集

データ・グリッドを作成した後で、それをデータ・ページで表示および編集できます。


内容は次のとおりです。

	
「データ」ページへのアクセス


	
データ・グリッドのデータの編集


	
手動でのデータ・グリッド列の編集


	
手動でのデータ・グリッド行の編集


	
データ・グリッドの1つの行の編集


	
データ・グリッド・プロパティの編集


	
データ・グリッドへのブックマーク・リンクの作成







	
ヒント:

データ・グリッドは対話モード・レポートとして表示されます。対話モード・レポートおよび「アクション」メニューの使用の詳細は、「対話モード・レポートの使用」および「アクション・メニューの使用」を参照してください。









「データ」ページへのアクセス

「データ」ページにアクセスするには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「データ・グリッド」メニューから、「すべてを表示」を選択します。

対話モード・レポートが表示され、すべてのデータ・グリッドが表示されます。




	
ヒント:

アイコンが表示されたら、「レポートの表示」アイコンをクリックします。







「レポート」ビューが表示されます。

[image: data_page_rpt.gifの説明が続きます]

図data_page_rpt.gifに関する説明



デフォルトでは、「レポート」ビューに、データ・グリッドの「名前」、「別名」、「ステータス」、「作成」および「更新者」列が表示されます。「埋込みタグ」列には、ページのセクション内にレポートまたはデータ・グリッドへのリンクを埋め込む際に使用した構文が表示されます。


	
データ・グリッドを選択します。

データ・グリッドが表示されます。

[image: data_grid_view.gifの説明が続きます]

図data_grid_view.gifの説明







チェック・ボックスの切替え

データ・グリッドを表示するときに、チェック・ボックスを有効または無効にすることができます。「管理」メニューから、「切替えチェックボックス」を選択します。このオプションを選択すると、各行の左側にチェック・ボックスが表示されます。

[image: data_grid_toggle.gifの説明が続きます]

図data_grid_toggle.gifに関する説明









データ・グリッドのデータの編集

データ・グリッドのデータを編集するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「データ・グリッド」メニューから、データ・グリッドを選択します。

データ・グリッドが表示されます。


	
行を追加するには、次のステップを実行します。

	
「行の追加」ボタンをクリックします。

フォームが表示されます。


	
表示されたフィールドを編集し、「保存」または「保存してさらに追加」をクリックします。












手動でのデータ・グリッド列の編集

データ・グリッド列を手動で編集するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「データ・グリッド」メニューから、データ・グリッドを選択します。

データ・グリッドが表示されます。


	
「管理」メニューから、「列」を選択します。

[image: data_grid_col.gifの説明が続きます]

図data_grid_col.gifに関する説明



次のサブメニューが表示されます。

	
追加: 新しい列を追加します。列のすべてのプロパティ(列名、タイプ、値が必須かどうか、LOV、デフォルト・タイプ、デフォルト・テキストなど)を定義できます。


	
列プロパティ: 編集可能なプロパティには、順序、グループ、必要な値、ラベル、書式、ヘッダー、幅と高さ、列タイプ、デフォルト・テキスト、LOV、ヘルプ・テキストなどが含まれます。


	
LOV: ユーザーが入力できる値を制限できます。「列プロパティ」で、LOVを列に関連付けることができます。


	
列グループ: グループを作成し、そのグループに列を追加します。「行の追加/編集」ページには、「データ」リージョンの下にサブセクションとしてグループが表示され、そのグループ内の列がリストされます。グループを使用して、「行の追加/編集」ページの表示を制御できます。


	
検証: 列検証およびエラー・メッセージを作成します。


	
列の削除: 削除する列を選択します。





	
サブメニュー・オプションを選択し、画面の指示に従います。









手動でのデータ・グリッド行の編集

データ・グリッド行を手動で編集するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「データ・グリッド」メニューから、データ・グリッドを選択します。

データ・グリッドが表示されます。


	
「管理」メニューから、「行」を選択します。

[image: data_grid_row.gifの説明が続きます]

図data_grid_row.gifに関する説明



次のサブメニューが表示されます。

	
追加: 新しい行を追加します。


	
列値の設定: 列の事前定義済の値を設定します。


	
置換: 行値を検索して置換します。


	
入力: NULLの列値に上のセルの列値を入力します。


	
行の削除: 削除する行を選択します。





	
サブメニュー・オプションを選択し、画面の指示に従います。









データ・グリッドの1つの行の編集

データ・グリッドの1つの行を編集するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「データ・グリッド」メニューから、データ・グリッドを選択します。

データ・グリッドが表示されます。


	
編集する行を検索し、「行の編集」アイコンをクリックします。

[image: data_grid_edit_row.gifの説明が続きます]

図data_grid_edit_row.gifの説明



「行の追加/編集」ページが表示されます。


	
該当する行を編集し、「変更の適用」をクリックします。







	
ヒント:

「行の追加/編集」ページの「アクション」リージョンを使用して、新しい行および注釈の追加、変更履歴の確認、列プロパティおよびグループの編集、列の削除、値のリストの作成または検証を実行できます。









データ・グリッドの1つの行への注釈の追加

データ・グリッドの1つの行に注釈(つまり、ファイル、ノート、リンク、タグ)を追加するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「データ・グリッド」メニューから、データ・グリッドを選択します。

データ・グリッドが表示されます。


	
編集する行を検索し、「行の編集」アイコンをクリックします。

「行の追加/編集」ページが表示されます。

[image: data_grid_annot.gifの説明が続きます]

図data_grid_annot.gifの説明



	
「アクション」リージョンで次のいずれかを選択します。

	
ファイルの追加


	
ノートの追加


	
リンクの追加


	
タグの追加





	
画面に表示されるステップに従います。







	
関連項目:

「注釈の管理」












データ・グリッド・レポートへの注釈列の表示

データ・グリッド・レポートに注釈列を表示するには、次のステップを実行します。

	
「データ・グリッドの1つの行への注釈の追加」の説明のとおり、データ・グリッド・レポートに注釈を追加します。


	
データ・グリッド・レポートに列を含めるには、次のステップを実行します。

	
データ・グリッド・レポートを表示します。


	
「アクション」メニュー→「列の選択」をクリックします。


	
「列の選択」リージョンでレポートに表示する列(たとえば、ファイル、ノート、リンク、タグ)を移動します。


	
「適用」をクリックします。





	
すべてのユーザーが列を参照できるようにするために、開発者は修正したレイアウトをデフォルトのレポートとして保存します。

新しいデフォルトのレポートを保存するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「レポートの保存」を選択します。

「レポートの保存」リージョンが表示されます。


	
「レポートの保存」で、次のステップを実行します。

	
保存: 「デフォルトのレポート設定として保存」を選択します。


	
名前: レポートの名前を入力します。


	
説明: 説明を入力します(オプション)。


	
「適用」をクリックします。

















データ・グリッド・プロパティの編集

データ・グリッド・プロパティページで、データ・グリッドの名前、別名および説明を変更できます。

データ・グリッドのプロパティを編集するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「データ・グリッド」メニューから、データ・グリッドを選択します。

データ・グリッドが表示されます。


	
「管理」メニューから、「プロパティ」をクリックします。

データ・グリッド・プロパティページが表示されます。


	
表示されたフィールドを編集し、「適用」をクリックします。









データ・グリッドへのブックマーク・リンクの作成

データ・グリッドまたは行にブックマークを直接作成するには、次の構文を使用します。


ws?p=100000:DG_<data grid alias> 
ws?p=100000:DG_<data grid alias>::ROW_ID:<data grid row ID>


data grid row IDはAPEX$_WS_ROWS表のID列の値です。

特定のデータ・グリッド行のリンクを取得するには、次のステップを実行します。

	
データ・グリッドを実行します。


	
「行の編集」アイコンをクリックします。


	
ブラウザのURLを書き写します。











データ・グリッドの変更履歴ログの表示

変更履歴の表示ログは、データ・グリッドへの変更を示すレポートです。このレポートには、行、列名、古い値、新しい値、変更を行ったユーザー、変更がどれくらい前に行われたかが示されます。

データ・グリッドの変更履歴を表示するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「データ・グリッド」メニューから、データ・グリッドを選択します。

データ・グリッドが表示されます。


	
「管理」メニューから、「履歴」を選択します。









データ・グリッドの削除

データ・グリッドを削除するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「データ・グリッド」メニューから、データ・グリッドを選択します。

データ・グリッドが表示されます。


	
「管理」メニューから、「データ・グリッドの削除」を選択します。


	
選択内容を確認して、「削除」をクリックします。











データ・コンテンツの追加と編集について

この項では、データ・コンテンツの追加および編集方法について説明します。


内容は次のとおりです。

	
利用可能なデータ・ソースについて


	
データ・レポートの作成の有効化サポートについて


	
Webシート・ページへのデータの組込みについて






利用可能なデータ・ソースについて

Webシートにはデータ・ソースを含めることができます。一度定義したら、Webシートのページ・セクションにこれらのデータ・ソースを組み込むことができます。Webシートには、次のデータ・ソースを含めることができます。

	
データ・グリッド: データ・グリッドは、高度なカスタマイズが可能で編集可能な表形式レポートです。データ・グリッドを使用して、Oracle Databaseに格納されているWebシート内にデータを保持できます。「データ・グリッドの追加について」を参照してください。


	
レポート: レポートは、Oracle Databaseに存在する表またはビューに対して定義される問合せです。「データ・レポートの追加について」を参照してください。









データ・レポートの作成の有効化サポートについて

データ・レポートを定義するには、Webシート開発者は「アプリケーションのプロパティ」ページで「SQLとPL/SQLを許可」属性を有効にする必要があります。デフォルトでは、この属性は無効になっています。




	
ヒント:

「アプリケーションのプロパティ」ページで「SQLとPL/SQLを許可」属性を編集できるのは、Webシート開発者のみです。詳細は、『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のWebシート・アプリケーション・プロパティの編集に関する説明を参照してください。












Webシート・ページへのデータの組込みについて

データ・グリッドおよびデータ・レポートは、次のようにページ・セクションに組み込むことができます。

	
データ・セクション内。「データ・レポートの追加について」を参照してください。


	
チャート・セクション内。「チャート・セクションの追加」を参照してください。


	
データ・グリッドへのリンク。「データ・グリッドへのリンク」を参照してください。


	
問合せの単一値または表形式の結果に含める。「SQLおよびSQLVALUE構文の使用」を参照してください。











データ・レポートの追加について

データ・レポートとは、基礎となるOracle Database内の表またはビューにコントリビュータが定義した問合せです。




	
ヒント:

データ・レポートを追加する前に、Webシート・アプリケーション開発者は「Webシート・プロパティ」ページで「SQLとPL/SQLを許可」属性を有効にする必要があります。デフォルトでは、この属性は無効になっています。詳細は、『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のWebシート・アプリケーション・プロパティの編集に関する説明を参照してください。








内容は次のとおりです。

	
データ・レポートについて


	
データ・レポートの作成


	
データ・レポートの表示と変更


	
データ・レポートの削除


	
アップロード済ファイルとイメージの管理







	
関連項目:

「データ・コンテンツの追加と編集について」および「マークアップ構文の理解」









データ・レポートについて

データ・レポートはデータ・グリッドとは異なり、問合せのみで、Oracle Databaseからの既存のデータに基づいたものです。表またはビューの名前を指定してすべての列を取得したり、SQLを記述して必要なデータを取得することができます。

ユーザーは、列の選択、フィルタの適用、ハイライト処理、ソート処理などを行ってレポート・データのレイアウトを変更できます。ユーザーは、ブレーク、集計、グループ化、計算および各種チャートを定義することもできます。また、ユーザーは、データ・グリッドの複数のバリエーションを作成し、パブリックまたはプライベートの参照用に名前付きレポートとして保存できます。データ・レポートのデータを使用し、任意のページにチャートまたはレポートとして含めることができます。




	
関連項目:

「データ・セクションについて」および「チャート・セクションについて」












データ・レポートの作成

単に表またはビューの名前を入力するか、SQL問合せを入力してデータ・レポートを作成できます。

データ・レポートを作成するには、次のステップを実行します。

	
「Webシートの実行」の説明に従って、Webシートを実行します。


	
「レポート」メニューから、「新しいレポート」を選択します。




	
ヒント:

「コントロール・パネル」で、「新しいレポート」を選択することもできます。







「レポートの作成」ページが表示されます。


	
「レポート・ソース」に、ソースの作成方法を指定します。オプションは次のとおりです。

	
表: 「表」を選択し、次を入力します。

	
表またはビューの名前: レポートの基礎となる表またはビューの名前を選択します。


	
レポート名: レポートの名前を入力します。


	
レポート別名: レポートの別名を入力します。レポートの別名は、ページ・セクション内でレポートにリンクするために使用します。レポートの別名は1つのアプリケーション内で一意である必要があります。





	
SQL問合せ: 「SQL問合せ」を選択し、次を入力します。

	
レポート名: レポートの名前を入力します。


	
レポート別名: レポートの別名を入力します。レポートの別名は、ページ・セクション内でレポートにリンクするために使用します。レポートの別名は1つのWebシート内で一意である必要があります。


	
問合せ: レポートを定義するSQL問合せを入力します。





	
「次へ」をクリックします。





	
選択内容を確認して、「レポートの作成」をクリックします。









データ・レポートの表示と変更

データ・レポートを表示または変更するには、次のステップを実行します。

	
「Webシートの実行」の説明に従って、Webシートを実行します。


	
「レポート」メニューから、「すべてを表示」を選択します。

レポート・ページが表示されます。


	
レポートを選択します。

レポートが表示されます。


	
レポート属性を編集するには、次のステップを実行します。

	
「管理」メニューから、「属性の編集」をクリックします。

「レポート属性」ページが表示されます。


	
属性を編集し、「変更の適用」をクリックします。





	
レポート問合せを編集するには、次のステップを実行します。

	
「管理」メニューから、「問合せの編集」をクリックします。

レポート問合せページが表示されます。


	
変更を保存するには、「変更の適用」をクリックします。












データ・レポートの削除

データ・レポートを削除するには、次のステップを実行します。

	
「Webシートの実行」の説明に従って、Webシートを実行します。


	
「レポート」メニューから、レポートを選択します。

レポートが表示されます。


	
レポートを選択します。

レポートが表示されます。


	
「管理」メニューから、「属性の編集」をクリックします。

「レポート属性」ページが表示されます。


	
「削除」をクリックします。











データ・セクションについて

データ・グリッドまたはレポートに基づいて、データ・セクションを作成できます。


内容は次のとおりです。

	
ページへのデータ・セクションの追加


	
データ・セクションの編集







	
関連項目:

「データ・コンテンツの追加と編集について」









ページへのデータ・セクションの追加

データ・グリッドまたはレポートを作成した後、データ・セクションを追加してページにそれを追加できます。




	
関連項目:

「データ・グリッドの追加について」および「データ・レポートの追加について」







データ・セクションを追加するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「作成」メニューから、「新規セクション」を選択します。


	
セクション・タイプのプロンプトが表示されたら、「データ」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
次を指定します。

	
データ・セクション・ソース: 「データ・グリッド」または「レポート」を選択します。


	
表示順序: セクションの表示順序を入力します。


	
データ・グリッド/レポート: データ・セクションの表示に使用するデータ・グリッドまたはレポートを選択します。


	
使用するレポート設定: 選択したデータ・グリッドまたはレポートで使用するレポート設定を選択します。この選択により、表示する行と列をフィルタしたり、表示する列を設定することができます。




	
ヒント:

必要な設定が保存されているレポートがない場合は、セクションを追加する前に作成します。








	
タイトル: セクション・タイトルを入力します。


	
含む: 次を追加するか選択します。

	
行の追加(「データ・セクション・ソース」がデータ・グリッドの場合、利用可能です)


	
行の編集(「データ・セクション・ソース」がデータ・グリッドの場合、利用可能です)


	
「検索」フィールド





	
スタイル: ユーザー・インタフェース・スタイルを選択します。


	
「次へ」をクリックします。





	
「セクションの作成」をクリックします。









データ・セクションの編集

ページにデータ・レポートを追加した後で、セクションの順序、タイトルおよびユーザー・インタフェース・スタイルを変更できます。

データ・セクションを編集するには、次のステップを実行します。

	
「Webシートの実行」の説明に従って、Webシートを実行します。


	
セクションの右上に表示される「編集」アイコンをクリックします。

セクションの編集ページが表示されます。


	
表示されたフィールドを編集します。詳細は、アイテム・ヘルプを参照してください。


	
変更を保存するには、「変更の適用」をクリックします。











チャート・セクションについて

データ・グリッドまたはレポートに基づいて、インライン・チャートを作成できます。


内容は次のとおりです。

	
チャート・セクションの追加


	
チャート・セクションの編集







	
関連項目:

「データ・コンテンツの追加と編集について」









チャート・セクションの追加

チャート・セクションを追加するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
データ・グリッドまたはレポートを作成します。「データ・グリッドの追加について」および「データ・レポートの追加について」を参照してください。


	
「作成」メニューから、「新規セクション」を選択します。


	
セクション・タイプのプロンプトが表示されたら、「チャート」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
「グラフ・タイプの選択」で次のステップを実行します。

	
次のいずれかを選択します。

	
列


	
横棒


	
円


	
折れ線





	
「次へ」をクリックします。





	
次を指定します。

	
表示順序: セクションの表示順序を入力します。


	
データ・グリッド: データ・グリッドを選択します。


	
使用するレポート設定: 選択したデータ・グリッドまたはレポートで使用するレポート設定を選択します。このオプションを使用すると、表示する行と列をフィルタできます。

必要な設定が保存されているレポートがない場合は、セクションを追加する前に作成します。


	
セクション・タイトル: セクション・タイトルを入力します。


	
「次へ」をクリックします。





	
次を指定します。

	
チャート・ラベル: ラベルとして使用する列を選択します。

「ラベルの軸タイトル」で、選択された列に関連付けられている軸に表示されるラベルのタイトルを入力します。


	
チャートの値: 値として使用する列を選択します。ファンクションがCOUNTである場合は、値を選択する必要はありません。

「値の軸タイトル」で、値に選択した列に関連付けられた軸に表示するタイトルを入力します。


	
ファンクション: 値に選択した列に対して実行されるファンクションを選択します。


	
ソート: チャートのソート方向を選択します。

チャートを3Dで表示するには、「3Dの有効化」を選択します。


	
「次へ」をクリックします。





	
サマリー・ページで選択を確認し、「セクションの作成」をクリックします。









チャート・セクションの編集

チャート・セクションを編集するには、次のステップを実行します。

	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
セクションの右上に表示される「編集」アイコンをクリックします。

セクションの編集ページが表示されます。


	
表示されたフィールドを編集します。詳細は、アイテム・ヘルプを参照してください。


	
「変更の適用」をクリックします。











PL/SQLセクションについて

PL/SQLについての知識があるユーザーは、PL/SQLセクションを作成して、関連付けられているスキーマに対して独自のコードを記述できます。




	
ヒント:

PL/SQLセクションは、Webシート・アプリケーション開発者が「Webシート・プロパティ」ページで「SQLとPL/SQLを許可」属性を有効にしている場合のみ使用できます。詳細は、『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のWebシート・プロパティの編集に関する説明を参照してください。








内容は次のとおりです。

	
PL/SQLセクションの追加


	
PL/SQLセクションの編集







	
関連項目:

「ページ・セクションの削除」









PL/SQLセクションの追加

PL/SQLセクションを追加するには、次のステップを実行します。

	
「Webシート・プロパティ」ページで、「SQLとPL/SQL」を有効化します。『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のWebシート・プロパティの編集に関する説明を参照してください。


	
Webシート・アプリケーションを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「作成」メニューから、「新規セクション」を選択します。




	
ヒント:

「コントロール・パネル」で、「新規セクション」を選択することもできます。「コントロール・パネルについて」を参照してください。








	
セクション・タイプのプロンプトが表示されたら、「PL/SQL」を選択し、「次へ」をクリックします。


	
次を指定します。

	
順序: セクションの表示順序を入力します。


	
タイトル: セクション・タイトルを入力します。


	
PL/SQLの入力: コードのPL/SQL無名ブロックを入力します。


	
該当する場合、「PL/SQLコードを検証しない(実行時にのみPL/SQLコードを解析)。」を選択します。エラーが発生してもセクションを作成するには、このオプションを選択します。このオプションを使用してセクションを作成し、後でデバッグします。







	
ヒント:

例を表示するには、「PL/SQLの例」をクリックします。








	
「セクションの作成」をクリックします。









PL/SQLセクションの編集

PL/SQLセクションを編集するには、次のステップを実行します。

	
「Webシートの実行」の説明に従って、Webシートを実行します。


	
セクションの右上に表示される「編集」アイコンをクリックします。

セクションの編集ページが表示されます。


	
次を編集します。

	
順序: セクションの表示順序を入力します。


	
タイトル: セクション・タイトルを入力します。


	
PL/SQLの入力: コードのPL/SQL無名ブロックを入力します。





	
変更を保存するには、「変更の適用」をクリックします。











マークアップ構文の理解

この項では、Webシート・ページ、ページ・セクション、外部URL、データ・グリッドにリンクを追加するための構文や、SQLまたはSQLVALUE構文を含めるための構文について説明します。




	
ヒント:

各Webシート・ページの右上には、「ヘルプ」ボタンが表示されます。「ヘルプ」ページの「マークアップ構文」には、この項で説明する様々な構文オプションの全一覧があります。








内容は次のとおりです。

	
ページへのリンク


	
セクションへのリンク


	
外部URLへのリンク


	
データ・グリッドへのリンク


	
SQLおよびSQLVALUE構文の使用


	
高度なデータ・グリッド問合せルールについて







	
関連項目:

「アップロード済ファイルとイメージの管理」









ページへのリンク

Webシート内の他のページへのリンクをページ・セクションに含めるには、次の構文を使用します。そのページが存在する場合は、リンクが表示されます。そのページが存在しない場合は、ページを作成するためのリンクが表示されます。page:識別子の使用はオプションであることに注意してください。


次に構文を示します。


[[ page: <page alias> | <link name> ]]
[[ <page alias> | <link name> ]]



構文の例:


[[page: home]] 
[[mypage | My Page]]



コンテキスト内の例:


One of the most colorful fish is the [[ clownfish | Clown fish]].






セクションへのリンク

ページ・セクションへのリンクを含めるには、次の構文を使用します。セクションが存在する場合は、リンクが表示されます。セクションが存在しない場合は、セクションを作成するためのリンクが表示されます。セクションの前にページがない場合、そのセクションはカレント・ページにあるとみなされることに注意してください。


構文:


[[ section: <page alias> . <page section> | <link name> ]]
[[ section: <page section> | <link name> ]]



カレント・ページ内でリンクする構文の例:


[[section: clownfish | Clown Fish]] 



異なるページにリンクする構文の例:


[[section: fish.clownfish | Clown Fish]] 



コンテキスト内の例:


One of the most colorful fish is the [[ section: clownfish | Clown fish]].
Visit or fish page to see the [[ section: fish . clownfish | Clown fish]], also known as Nemo.






外部URLへのリンク

外部URLへのリンクをページ・セクションに含めるには、次の構文を使用します。url:識別子の使用はオプションであることに注意してください。新しいブラウザ・ウィンドウでリンクを開くには、ポップアップ接頭辞を使用します。


構文:


[[ url: <url> | <link name> ]]
[ popupurl: <url> | <link name> ]]
[[ <url> | <link name> ]]



構文の例:


[[url: http://www.company.com/store | commpanystore]]
[[popupurl: http://www.company.com/store | commpanystore]]
[[http://www.searchengine.com | searchengine]] 
[[http://www.searchengine.com ]] 



コンテキスト内の例:


You can buy Company software on the [[http://www.company.com/store | Company Store]] website.






データ・グリッドへのリンク

データ・グリッドへのリンクをページ・セクションに含めるには、次の構文を使用します。これらのリンクを使用して、データ・グリッドを表示したり、新しいデータを作成することができます。データ・グリッドは、1ワードまたは2ワードであることに注意してください。


構文:


[[ data grid: <datagrid alias | <link name> ]]
[[ datagrid: <datagrid alias | <link name> ]]
[[ datagrid: <datagrid alias . <saved report name (may not be private)> | <link name> ]] 



構文の例:


[[ data grid: todo list | To Do List ]]
[[ data grid: todo list . open todo items | To Do List ]]
[[ datagrid: todo list | To Do List ]] 



コンテキスト内の例:


Please review the [[ data grid: todo list | To Do List ]] and ensure your tasks can be accomplished by Friday.






SQLおよびSQLVALUE構文の使用

SQLまたはSQLVALUE構文を使用して、データ・グリッドまたは表やビューに対する問合せからの単一値や表形式の結果をページのセクションに含めることができます。SQLVALUEタグには、SQL問合せで戻される最初の行の最初の列が表示されます。この構文を使用すると、文中にデータを埋め込むことができます(例: There are currently 5 types of cats.)。表形式の結果に対しては、SQLタグを使用します。SQLタグを使用すると、検索可能なレポートを作成できます。ただし、NOSEARCH構文を使用すると、この検索オプションは無効にできます。

データ・グリッドを操作する場合、「構文」の下に表示されるいくつかの追加オプションとルールがあります。データ・グリッド問合せを作成する際の基本的なルールは次のとおりです。

	
データ・グリッド名またはデータ・グリッドの別名は、カッコで囲みます。次に例を示します。


{Cat Facts}


	
データ・グリッドの列名を二重引用符で囲みます。次に例を示します。


"Type of Cat"




高度なルールの詳細は、「高度なデータ・グリッド問合せルールについて」を参照してください。


表およびビューに対する問合せの構文:


[[sql: <select statement> ]]
[[sql: <select statement | limit="<maximum rows>" nosearch style="<style number>" ]]
[[sqlvalue: <select statement> ]]



データ・グリッド問合せの構文:


[[sql: <select statement> ]]
[[sql: <select statement | limit="<maximum rows>" nosearch style="<style number>" edit_row add_row show_sql ]]
[[sqlvalue: <select statement> ]]
[[sqlvalue: <select statement> | show_sql ]]



コンテキスト内SQLタグ構文の例:


[[sql: select ename "Employee Name", sal "Salary" from emp order by sal desc | limit="10" style="2"]].
[[sql: select "Type of Cat",
              "Estimated Population",
              "Largest Threats",
              "Top Speed",
              "Scientific Name",
              "IUCN Status",
              "Weight",
              "Study Date"
       from {Cat Facts} | add_row edit_row ]]



コンテキスト内SQLVALUEタグ構文の例:


We have [[sqlvalue: select count(*) from emp]] employees in our database, 
[[sqlvalue: select count(*) from emp where deptno=10 ]] work in department 10.
We are currently tracking [[sqlvalue: select count(*) from {Cat Facts} ]] 
types of cats.






高度なデータ・グリッド問合せルールについて

高度なデータ・グリッド問合せには、次のルールがあります。

	
行の編集または行の追加リンクを含めるには、問合せがデータ・グリッドを1回のみ参照している必要があります(つまり、問合せ内でデータ・グリッドをそれ自体に結合することはできません)。


	
行の編集リンクを含めるには、最初の列がデータ・グリッドの主キー(つまり、データの行を一意に識別する列)である必要があります。"edit_row"オプションが含まれ、かつ問合せに単一のselect文がある場合、主キー列が自動的に含められます。問合せに複数のselect文が含まれる場合、行の編集リンクを含めるために、"APXWS_DATA_GRID_PK"置換(常に二重引用符で囲みます)をSELECT文の最初の列として使用して、主キーを含めることができます。


	
レポートの列名がデータ・グリッドの列名になりますが、標準SQLの列の別名指定構文を使用して変更できます。たとえば、次の例では、Minimum Number列からのデータが表示されますが、ヘッダーはMinとして表示されます。


select "Minimum Number" "Min" from ...


	
列名が30文字を超える場合、名前として最初の30文字のみを含めます。たとえば、次のように使用します。


"% of Estimated Lions per Region"


次の例は使用しません。


"% of Estimated Lions per Region"


	
実行される問合せを表示するには、"show_sql"オプションを含めます。このオプションを含めることにより、含まれるレポートの上部に問合せが表示されます。これはデバッグには優れた方法ですが、本番アプリケーションに対する"show_sql"はお薦めしません。











注釈の管理

注釈を追加して、Webシートにコメントや詳細を追加できます。注釈は、アップロードされたファイル、ノート、リンクおよびタグの形式にすることができます。注釈は、ページとデータ・グリッド・レコードの両方に追加できます。


内容は次のとおりです。

	
アップロード済ファイルとイメージの管理


	
タグの追加


	
ノートの追加


	
注釈の表示と削除







	
関連項目:

「データ・グリッドの1つの行への注釈の追加」









アップロード済ファイルとイメージの管理

「ファイル」リージョンを使用して、Webシートにファイルとイメージをアップロードできます。アップロードした後で、アップロード済イメージをページ・セクションに表示したり、ファイルのダウンロード・リンクを埋め込むことができます。


内容は次のとおりです。

	
ファイルとイメージのアップロード


	
ページ・セクションにダウンロード・リンクを含める方法


	
インラインでのアップロード済イメージの表示


	
アップロード済ファイルの編集または削除






ファイルとイメージのアップロード

Webシートにファイルおよびイメージをアップロードするには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
ページの右側の「ファイル」の下で、「ファイルの追加」アイコンをクリックします。

[image: websheet_files.gifの説明が続きます]

図websheet_files.gifに関する説明



	
ファイルの追加ページで、次のステップを実行します。

	
ファイル: アップロードするファイルを探すために参照します。アップロードすると、そのファイルはカレント・ページに関連付けられます。イメージまたはファイル構文を使用して、アップロード済ファイルを任意のページで参照できます。「インラインでのアップロード済イメージの表示」またはオンライン・ヘルプの「マークアップ構文」を参照してください。


	
別名: ファイルの別名を使用して、ダウンロード・リンクまたはイメージ・リンクをページ・セクションに埋め込むことができます。ファイルの別名は1つのアプリケーション内で一意である必要があります。


	
説明: ファイルについて説明する説明テキストを入力します。





	
「ファイルの追加」をクリックします。









ページ・セクションにダウンロード・リンクを含める方法

次の構文を使用して、アップロード済ファイルのダウンロード・リンクをページ・セクションに埋め込むことができます。


構文:


[[ file: < file name > | < link name > ]]
[[ file: < file alias > | < link name > ]]



構文の例:


[[file: myfile ]]
[[file: myfile.xls ]]
[[file: myfile | My File ]]



ファイル・マークアップの例:


This [[file: parts01.xls | spreadsheet ]] documents our part numbers.






インラインでのアップロード済イメージの表示

イメージをアップロードした後で、次の構文を使用してダウンロード・リンクを埋め込むことにより、アプリケーションの任意のページ・セクションでそのイメージを表示できます。イメージ名またはイメージの別名を使用して、アップロード済イメージを参照できます。

カレント・ページに定義されたイメージは、他のページに関連付けられたイメージよりも優先して使用されます。イメージ名があいまいな場合は、作成が最近のイメージが表示されます。


構文:


[[ image: < file name > | < properties > ]]
[[ image: < file alias > | < properties > ]]



構文の例:


[[image: myimage ]]
[[image: theimagename.jpg ]]
[[image: myimage | width="600" alt="my image" ]]



次に例を示します。


This diagram [[image: diagram1]] illustrates the work flow.






アップロード済ファイルの編集または削除

詳細を編集したり、アップロード済ファイルを削除するには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「ファイル」リージョンで、「ファイルの編集」アイコンをクリックします。

詳細ページが表示されます。


	
ファイルの詳細を編集するには、次のステップを実行します。

	
表示されたフィールドを編集します。詳細は、アイテム・ヘルプを参照してください。


	
変更を受け入れるには、「変更の適用」をクリックします。





	
ファイルを削除するには、次のようにします。

	
「削除」をクリックします。


	
変更を受け入れるには、「OK」をクリックします。














タグの追加

タグを使用すると、Webシート内でキーワードを簡単に検索できます。


内容は次のとおりです。

	
タグの追加


	
既存のタグの編集






タグの追加

Webシート・ページにタグを追加するには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
ページの右側の「タグ」の下で、「タグの追加」アイコンをクリックします。

[image: websheet_tags.gifの説明が続きます]

図websheet_tags.gifに関する説明



	
表示されるフィールドにタグを入力します。複数のタグはカンマで区切ります。


	
「タグの追加」をクリックします。









既存のタグの編集

既存のタグを編集するには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「タグ」リージョンで、「タグの編集」アイコンをクリックします。

詳細ページが表示されます。


	
タグを編集し、「タグの追加」をクリックします。











ノートの追加

ノートには、ユーザー・コメントを記録します。


内容は次のとおりです。

	
ノートの追加


	
既存のノートの編集または削除






ノートの追加

Webシート・ページにノートを追加するには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
ページの右側の「ノート」の下で、「ノートの追加」アイコンをクリックします。

[image: websheet_notes.gifの説明が続きます]

図websheet_notes.gifに関する説明



	
表示されるフィールドにテキストを入力します。


	
「ノートの追加」をクリックします。









既存のノートの編集または削除

既存のノートを編集または削除するには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「ノート」リージョンで、「ノートの編集」アイコンをクリックします。


	
ファイルの詳細を編集するには、次のステップを実行します。

	
表示されたフィールドを編集します。詳細は、アイテム・ヘルプを参照してください。


	
変更を受け入れるには、「変更の適用」をクリックします。





	
ノートを削除するには、「削除」をクリックします。











注釈の表示と削除

「注釈」ページのWebシート注釈はすべて参照および削除できます。注釈とは、Webシート・ページまたはデータ・グリッドの特定の行に追加されたかアップロードされたファイル、ノート、リンク、タグです。


内容は次のとおりです。

	
注釈ページへのアクセス


	
注釈の削除






注釈ページヘのアクセス

注釈ページにアクセスするには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「表示」メニューから、「注釈」を選択します。

注釈ページが表示されます。

[image: websheet_annot.gifの説明が続きます]

図websheet_annot.gifに関する説明



注釈ページは、対話モード・レポートとして表示されます。対話モード・レポートの詳細は、「対話モード・レポートの使用」および「アクション・メニューの使用」を参照してください。


	
特定のタイプの注釈を表示するには、「ファイル」、「ノート」、「リンク」、「タグ」または「タグ・クラウド」タブをクリックします。









注釈の削除

アップロード済ファイル、ノート、リンクまたはタグを削除するには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「表示」メニューから、「注釈」を選択します。

注釈ページが表示されます。


	
ページの上部にある適切なタブをクリックして、注釈タイプを選択します。


	
選択していない場合は、「レポートの表示」アイコンをクリックします。


	
「ファイル」、「ノート」、「リンク」、「タグ」または「タグ・クラウド」の適切なタブをクリックします。


	
削除する注釈を選択します。

[image: websheet_annot_del.gifの説明が続きます]

図websheet_annot_del.gifに関する説明



	
「チェックした項目の削除」をクリックします。













Webシート・アプリケーションの管理

この項では、Webシート・パスワードの変更方法、Webシートを別のユーザーにメール送信する方法およびWebシートの印刷方法を説明します。


内容は次のとおりです。

	
Webシート・パスワードの変更


	
Webシート・ページの電子メール送信


	
Webシート・ページの出力






Webシート・パスワードの変更

Webシート・パスワードを変更するには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「管理」メニューから、「パスワードの変更」を選択します。

パスワードの変更ページが表示されます。


	
画面の指示に従い、「パスワードの変更」をクリックします。









Webシート・ページの電子メール送信

Webシート・ページを電子メール送信するには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
電子メール送信するページを探します。


	
「コントロール・パネル」の上で、「電子メール」アイコンをクリックします。

[image: websheet_mail_pg.gifの説明が続きます]

図websheet_mail_pg.gifに関する説明



	
「電子メール・ページ」で、次のステップを実行します。

	
To: 宛先の電子メール・アドレスを入力します。


	
件名: この電子メールの説明を入力します。


	
本文: Webシート・ページ・リンクとともに組み込む電子メール・コンテンツを入力します。





	
「送信」をクリックします。




現在選択しているページへの電子メール・リンクが、電子メール・メッセージに自動的に組み込まれます。




	
関連項目:

『Oracle Application Express管理ガイド』の電子メールの構成に関する説明












Webシート・ページの出力

Webシートを印刷用モードで出力するには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「コントロール・パネル」の上で、「出力」アイコンをクリックします。

[image: websheet_print.gifの説明が続きます]

図websheet_print.gifに関する説明



ページが印刷用モードで表示されます。


	
ページを印刷します。











Webシートの表示

「表示」メニューのオプションを使用して、プレゼンテーション・モードへのアクセス、ページ・ディレクトリの表示、ページ履歴へのアクセスおよびアプリケーション・ディレクトリの表示を実行します。


内容は次のとおりです。

	
プレゼンテーション・モードについて


	
ページ・ディレクトリの表示


	
ページ履歴の表示


	
Webシート・ディレクトリの参照







	
関連項目:

「注釈の管理」および「データ・グリッドの追加について」









プレゼンテーション・モードについて

プレゼンテーション・モードを使用すると、単一のWebシート・ページをプレゼンテーションのように表示できます。各ページ・セクションは、スライドとして一度に1枚ずつ表示されます。[→]キーと[←]キーやページの右上にある右矢印と左矢印を使用することで、またはセクション番号を入力して特定のセクションに素早くジャンプすることで、セクション間をナビゲートできます。

Webシートをプレゼンテーション・モードで表示するには、ページの右端にある「プレゼンテーション」アイコンをクリックします。

[image: websheet_pres.gifの説明が続きます]

図websheet_pres.gifに関する説明



プレゼンテーション・モードでは、各ページ・セクションが個別のページとして表示されます。

[image: websheet_pres2.gifの説明が続きます]

図websheet_pres2.gifに関する説明



ページの右上のナビゲーション・バーを使用し、セクションからセクションへ前後にスクロールします。プレゼンテーション・モードを終了するには、終了アイコンをクリックするか、[Esc]キーを押します。






ページ・ディレクトリの表示

「ページ・ディレクトリ」を使用して、カレントWebシート内のすべてのページを表示します。各Webシートには、任意のページ数を構成できます。

「ページ・ディレクトリ」にアクセスするには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「表示」メニューから、「ページ・ディレクトリ」を選択します。

「ページ・ディレクトリ」は、対話モード・レポートとして表示されます。対話モード・レポートおよび「アクション」メニューの使用の詳細は、「対話モード・レポートの使用」および「アクション・メニューの使用」を参照してください。

デフォルトでは、ページ・ディレクトリはアイコン・ビューで表示されます。

[image: websheet_pg_dir1.gifの説明が続きます]

図websheet_pg_dir1.gifに関する説明



各Webシート内の1ページが、ホームページとして指定されます。ホームページは、Webシートの実行時に表示される開始ページです。アイコン・ビューでは、ホームページは、オレンジの家の輪郭を持つページとして表示されます。


	
レポートとしてページを表示するには、「レポートの表示」アイコンをクリックします。

デフォルトでは、レポート・ビューに「名前」、「ドキュメント・タイプ」、「作成」、「作成者」、「更新日」、「更新者」、「親ページ」および「親の親ページ」が表示されます。









ページ履歴の表示

「ページ履歴」を使用して、カレント・ページに対するすべての変更のログを表示します。

「ページ履歴」を表示するには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
ページを選択します。


	
「表示」メニューから、「ページ履歴」を選択します。

「ページ履歴」は、対話モード・レポートとして表示されます。

ページ上部に検索バーが表示されます。使用可能なコントロールは次のとおりです。

	
検索列の選択: 虫めがねに似ています。このアイコンをクリックして、検索を絞り込みます。すべての列を検索するには、「すべての列」を選択します。


	
テキスト領域: 名前でページ・グループを検索するための大/小文字を区別しない検索基準(ワイルドカード文字は暗黙的に定義される)を入力し、「実行」をクリックします。


	
「実行」ボタン: 検索を実行したり、フィルタを適用します。


	
アイコンの表示: 各Webシートを大きいアイコンとして表示します。


	
レポートの表示: 各Webシートをレポートで1行に表示します。


	
アクション・メニュー: このアクション・メニューを使用して、レポート・ビューをカスタマイズします。「「アクション」メニューの使用」を参照してください。





	
カレンダー形式で変更を確認するには、「カレンダ」をクリックします。









Webシート・ディレクトリの参照

別のWebシート・アプリケーションに移動するには、Webシート・ディレクトリを使用します。

Webシート・ディレクトリにアクセスするには、次のステップを実行します。

	
Webシートにログインし、Webシートを実行します。「Webシートの実行」を参照してください。


	
「表示」メニューから、「Webシート・ディレクトリ」を選択します。

ページ上部に検索バーが表示されます。使用可能なコントロールは次のとおりです。

	
検索列の選択: 虫めがねに似ています。このアイコンをクリックして、検索を絞り込みます。すべての列を検索するには、「すべての列」を選択します。


	
テキスト領域: 名前でページ・グループを検索するための大/小文字を区別しない検索基準(ワイルドカード文字は暗黙的に定義される)を入力し、「実行」をクリックします。


	
「実行」ボタン: 検索を実行したり、フィルタを適用します。


	
アイコンの表示: 各Webシートを大きいアイコンとして表示します。


	
レポートの表示: 各Webシートをレポートで1行に表示します。


	
アクション・メニュー: このアクション・メニューを使用して、レポート・ビューをカスタマイズします。「「アクション」メニューの使用」を参照してください。





	
Webシート・ディレクトリを参照するには、次のステップを実行します。

	
アイコン・ビューで適切なアイコンをクリックします。


	
レポート・ビューの「アクション」列で「実行」アイコンをクリックします。

















3 対話モード・レポートの使用

Oracle Application Expressデータベース・アプリケーションは、タブ、ボタンまたはハイパーテキスト・リンクを使用して相互にリンクされたページの集合です。この項では、Oracle Application Express対話モード・レポートを使用する方法を説明します。


内容は次のとおりです。

	
対話モード・レポートの実行


	
対話モード・レポートとは


	
「列ヘッダー」メニューの使用


	
検索バーの使用


	
「アクション」メニューの使用







	
関連項目:

『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のレポートの作成に関する説明









対話モード・レポートの実行

対話モード・レポートは、データベース・アプリケーションのページに含まれます。対話モード・レポートを実行するには、データベース・アプリケーションにまずログインし、レポート・ページに移動します。これを実行するには、データベース・アプリケーションのURLおよびアカウントの資格証明(つまり、ユーザー名およびパスワード)が必要です。

対話モード・レポートを実行するには、次のステップを実行します。

	
提示されたURLをクリックするか、ブラウザのアドレス・フィールドにそれを入力します。

ログイン・ページが表示されます。


	
ログイン・ページで、次のステップを実行します。

	
ユーザー名: ユーザー名を入力します。


	
パスワード: パスワードを入力します。


	
「ログイン」をクリックします。




対話モード・レポートが表示されます。









対話モード・レポートとは

Oracle Application Expressには、主に2つのレポート・タイプ(対話モード・レポートとクラシック・レポート)があります。これら2つのレポート・タイプの主な違いは、対話モード・レポートを使用すると、検索、フィルタ処理、ソート、列選択、ハイライトなどのデータ操作を行うことで、データの表示をカスタマイズできることです。


対話モード・レポートについて

次に、対話モード・レポートの例を示します。

[image: rpt_ir.gifの説明が続きます]

rpt_ir.gifの説明



対話モード・レポートを使用して、エンド・ユーザーは高度にカスタマイズされたレポートを作成できます。ユーザーは、特定の列の非表示または公開、フィルタの適用、ハイライト処理、ソート処理などを行ってレポートのレイアウトを変更できます。また、ブレーク、集計、チャート、グループ・データを定義し、ユーザー独自の計算を追加することもできます。カスタマイズしたレポートは、プライベートまたはパブリックいずれかのレポートとして保存できます。ほとんどの対話モード・レポートには、検索バー、「アクション」メニュー、列ヘッダー・メニューおよび(各行の最初の列に)編集アイコンがあります。

一方、クラシック・レポートでは、一般的なキーワード検索機能、表示する行数を指定する機能および基本的な列のソート機能がサポートされています。






検索バーの使用

[image: ir_search_bar.gifの説明が続きます]

ir_search_bar.gifの説明



検索バーはほとんどの対話モード・レポートの上部に表示され、次の機能が含まれています。

	
検索列の選択アイコン: 虫めがねに似ています。このアイコンをクリックして、検索を特定の列に絞り込みます。すべての列を検索するには、「すべての列」を選択します。「「検索列の選択」アイコンの使用」を参照してください。


	
テキスト領域: 大/小文字を区別しない検索基準(ワイルド・カード文字は暗黙的に定義される)を入力し、「実行」をクリックします。


	
「実行」ボタン : 検索を実行します。


	
レポート: 代替のデフォルトおよび保存済のプライベートまたはパブリック・レポートが表示されます。「対話モード・レポートの保存」を参照してください。


	
ビュー・アイコン: デフォルト・レポートのアイコン・ビュー、レポート・ビューおよび詳細ビューを切り替えます(有効にしている場合)。「チャート」ビューおよび「グループ化」ビューを含めることもできます(定義している場合)。


	
アクション・メニュー: 対話モード・レポートのカスタマイズに使用します。「「アクション」メニューの使用」を参照してください。







	
ヒント:

開発者は検索バーの表示対象をカスタマイズできます。詳細は、『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』の対話モード検索バーのカスタマイズに関する説明を参照してください。












「検索列の選択」アイコンの使用

「検索列の選択」アイコンは、検索バーの左に表示されます。このアイコンをクリックすると、現在のレポートのすべての列のリストが表示されます。

特定の列を検索するには、次のステップを実行します。

	
「検索列の選択」アイコンをクリックし、列を選択します。

[image: ir_select_col_rpt.gifの説明が続きます]

ir_select_col_rpt.gifの説明



	
テキスト領域にキーワードを入力して、「実行」をクリックします。


	
フィルタを無効にするには、「フィルタの有効化/無効化」チェック・ボックスを選択します。


	
フィルタを削除するには、「フィルタの削除」アイコンをクリックします。







	
関連項目:

「表示する列の選択」












「列ヘッダー」メニューの使用

対話モード・レポートの列ヘッダーをクリックすると、列ヘッダー・メニューが表示されます。各アイコンの上にカーソルを置くと、その機能を説明するツールチップが表示されます。

[image: ir_col_head_menu.gifの説明が続きます]

ir_col_head_menu.gifの説明



「列ヘッダー」メニューには、次のオプションがあります。

	
昇順ソート: レポートの列を昇順でソートします。


	
降順ソート: レポートの列を降順でソートします。


	
「列の非表示」: 列を非表示にします。すべての列を非表示にできるわけではありません。列を非表示にできない場合、「列の非表示」アイコンは表示されません。


	
コントロール・ブレーク: 列にブレーク・グループを作成します。これにより、レポートから列がマスター・レコードとして抽出されます。「コントロール・ブレークの作成」を参照してください。


	
「列情報」: 列に関するヘルプ・テキストを表示します(使用可能な場合)。


	
テキスト領域: 大/小文字を区別しない検索基準を入力するために使用します。値を入力すると、メニュー下部のLOVが縮小されます。その後、下部から値を選択できます。選択した値は、LOVの「列フィルタ・タイプ」に応じて、equal記号(=)またはcontainsのいずれかを使用してフィルタとして作成されます。









「アクション」メニューの使用

「アクション」メニューのオプションを選択すると、対話モード・レポートをカスタマイズできます。




	
ヒント:

この項で説明しているすべてのオプションは、すべての「アクション」メニューにはありません。開発者は表示するオプションをカスタマイズできます。詳細は、『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』の対話モード検索バーのカスタマイズに関する説明を参照してください。








内容は次のとおりです。

	
「アクション」メニューについて


	
表示する列の選択


	
フィルタの追加


	
ページごとの行数の指定


	
列のソート順序の選択


	
コントロール・ブレークの作成


	
ハイライトの追加


	
列の計算


	
列の集計


	
「アクション」メニューからのチャートの作成


	
列のグループ化


	
フラッシュバック問合せの実行


	
対話モード・レポートの保存


	
レポートのリセット


	
レポートのダウンロード


	
電子メールで送信されるレポートのサブスクライブ






「アクション」メニューについて

「アクション」メニューは、検索バーの「実行」ボタンの右に表示されます。このメニューを使用して、対話モード・レポートをカスタマイズします。

[image: ir_action_menu.gifの説明が続きます]

ir_action_menu.gifの説明



「アクション」メニューには、次のオプションがあります。

	
「列の選択」は、表示する列と順序を指定します。「表示する列の選択」を参照してください。


	
「フィルタ」は、問合せでfilter句を追加または編集することで、レポートの焦点を絞ります。「フィルタの追加」を参照してください。


	
「ページごとの行数」は、現在のレポートに表示する行数を決定します。「ページごとの行数の指定」を参照してください。


	
「書式」には、次のサブメニューがあります。

	
ソート: ソートする列を変更し、昇順でソートするか降順でソートするかを決定します。「列のソート順序の選択」を参照してください。


	
コントロール・ブレーク: 1つ以上の列にブレーク・グループを作成します。これにより、対話モード・レポートから列が抽出され、マスター・レコードとして表示されます。「コントロール・ブレークの作成」を参照してください。


	
ハイライト: フィルタ基準を満たす行をハイライトするフィルタを定義します。「ハイライトの追加」を参照してください。


	
計算: 計算した列をレポートに追加できます。「列の計算」を参照してください。


	
集計: 列に対して算術計算を実行できます。「列の集計」を参照してください。


	
チャート: レポート・データをチャートとして表示します。「「アクション」メニューからのチャートの作成」を参照してください。


	
グループ化: 結果セットを1つ以上の列でグループ化し、列に対して算術計算を実行できます。「列のグループ化」を参照してください。





	
フラッシュバック: データを過去のある時点の状態で表示できます。「フラッシュバック問合せの実行」を参照してください。


	
「レポートの保存」: 対話モード・レポートを保存します。ユーザーは、各自のユーザー資格証明に応じて、様々な種類のレポートを保存できます。「対話モード・レポートの保存」を参照してください。


	
リセット: レポートをデフォルトのレポート設定にリセットできます。「レポートのリセット」を参照してください。


	
「ヘルプ」: 対話モード・レポートのカスタマイズ方法の説明を表示します。


	
ダウンロード: レポートをダウンロードできます。使用可能なダウンロード形式は、ご使用のインストールとレポート定義によって異なります。「レポートのダウンロード」を参照してください。


	
サブスクリプション: 対話モード・レポートを電子メールで送信できます。「電子メールで送信されるレポートのサブスクライブ」を参照してください。









表示する列の選択

レポートをカスタマイズして特定の列を含めるには、「アクション」メニューで「列の選択」を選択します。

「列の選択」オプションを使用するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「列の選択」を選択します。

「列の選択」リージョンが表示されます。

[image: ir_select_column.gifの説明が続きます]

ir_select_column.gifの説明



	
移動する列を選択します。中央にある矢印をクリックして、「レポートに表示」から「表示しない」に列を移動します。複数の列を同時に選択する場合は、[CTRL]キーを押したままにします。


	
列の順序を変更するには、右側で一番上、上、下および一番下に対応する矢印をクリックします。


	
「適用」をクリックします。

変更されたレポートが表示されます。







	
関連項目:

「レポートのリセット」












フィルタの追加

問合せでWHERE句を追加または変更して、対話モード・レポートにフィルタを作成できます。次の2種類のフィルタを作成できます。

	
列: カスタム列フィルタを作成します。列を選択し、Oracle標準の演算子(=、!=、not in、between)を選択し、比較対象の式を入力します。式では大/小文字が区別されます。ワイルドカードには、パーセント(%)記号を使用します。選択した列は、現在表示されているものにする必要はないことに注意してください。次に例を示します。


STATE_NAME like A%


	
行: カスタム行フィルタを作成します。このフィルタでは、列の別名および任意のOracleファンクションや演算子を使用して、複雑なWHERE句を作成します。次に例を示します。


 G = 'VA' or G = 'CT'


ここで、GはCUSTOMER_STATEの別名です。






列フィルタの追加

列フィルタを追加するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「フィルタ」を選択します。

「フィルタ」リージョンが表示されます。


	
「フィルタ・タイプ」で「列」を選択します。


	
「フィルタ」リージョンで、列、演算子および式を指定します。

[image: ir_filter_sel_col.gifの説明が続きます]

ir_filter_sel_col.gifの説明



この例では、表示をディスカッション・フォーラム・プロジェクトに絞っています。


	
「適用」をクリックします。

[image: ir_filter.gifの説明が続きます]

ir_filter.gifの説明



レポート上部のレポート設定領域にProject = 'Discussion Forum'のフィルタが表示されることを確認します。


	
フィルタを変更するには、次のステップを実行します。

	
フィルタ名(この例では、Project = 'Discussion Forum')をクリックします。


	
選択内容を編集して、「適用」をクリックします。





	
フィルタを無効にするには、「フィルタの有効化/無効化」チェック・ボックスを選択します。


	
フィルタを削除するには、「フィルタの削除」をクリックします。









行フィルタの追加

行フィルタを追加するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「フィルタ」を選択します。

「フィルタ」リージョンが表示されます。


	
「フィルタ・タイプ」で「行」を選択します。


	
「フィルタ」リージョンで、次の操作を実行します。

	
名前: 対象のフィルタを説明する名前を入力します。


	
フィルタ式: 式を入力します。リージョンの下部で列、およびファンクションまたは演算子を選択します。




[image: ir_filter_sel_row.gifの説明が続きます]

ir_filter_sel_row.gifの説明



	
「適用」をクリックします。

[image: ir_filter_sel_row_rpt.gifの説明が続きます]

ir_filter_sel_row_rpt.gifの説明



行フィルタによって、コストが$5000以上のプロジェクトに絞り込まれます。


	
フィルタを変更するには、次のステップを実行します。

	
「行フィルタ」をクリックします。


	
選択内容を編集して、「適用」をクリックします。





	
フィルタを無効にするには、「フィルタの有効化/無効化」チェック・ボックスを選択します。


	
フィルタを削除するには、「フィルタの削除」をクリックします。











ページごとの行数の指定

「アクション」メニューで「ページごとの行数」を選択して、ページに表示する行数を指定できます。

表示する行数を指定するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「ページごとの行数」を選択します。


	
サブメニューから、数値を選択します。

[image: ir_row_per_page.gifの説明が続きます]

ir_row_per_page.gifの説明










列のソート順序の選択

「書式」サブメニューで「ソート」を選択して、表示する列のソート順序(昇順または降順)を指定できます。また、NULL値の処理方法も指定できます。デフォルト設定を使用すると、NULL値は常に末尾に表示され、それ以外の場合は常に先頭に表示されます。

列ごとにソートするには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「書式」、「ソート」の順に選択します。

「ソート」リージョンが表示されます。


	
列、ソート方向(「昇順」または「降順」)、および「NULLソート」の動作(「デフォルト」、「NULLを常に最後」または「NULLを常に最初」)を選択します。

[image: ir_sort.gifの説明が続きます]

ir_sort.gifの説明



	
「適用」をクリックします。









コントロール・ブレークの作成

「アクション」の「書式」サブメニューで「コントロール・ブレーク」を選択して、1つ以上の列のブレーク・グループを作成できます。ブレーク・グループを作成すると、対話モード・レポートから列を抽出し、それをマスター・レコードとして表示できます。

ブレーク・グループを作成するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「書式」、「コントロール・ブレーク」の順に選択します。

「コントロール・ブレーク」リージョンが表示されます。


	
列を選択してから、ステータス(「有効化」または「無効化」)を選択します。

[image: ir_cntrl_brk.gifの説明が続きます]

図ir_cntrl_brk.gifの説明



	
「適用」をクリックします。

修正されたレポートが表示されます。

[image: ir_ctrl_break_rpt.gifの説明が続きます]

図ir_ctrl_break_rpt.gifの説明



定義したブレーク・グループがレポート上部の「レポート設定」領域に表示されることに注意してください。


	
「コントロール・ブレーク」フィルタを無効にするには、フィルタの有効化/無効化チェック・ボックスを選択解除します。フィルタを有効にするには、フィルタの有効化/無効化チェック・ボックスを再度選択します。


	
フィルタを削除するには、ブレークの削除をクリックします。









ハイライトの追加

「アクション」の「書式」サブメニューで「ハイライト」を選択して、レポート内の特定の行をハイライトするように表示をカスタマイズできます。

ハイライトを追加するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「書式」、「ハイライト」を選択します。

「ハイライト」リージョンが表示されます。

[image: ir_highlight.gifの説明が続きます]

ir_highlight.gifの説明



	
次の情報を編集します。

	
名前: 対象のフィルタを説明する名前を入力します。


	
順序: ハイライト表示ルールが評価される順序を示す数値を入力します。


	
有効: 「はい」を選択します。


	
ハイライト・タイプ: 「セル」または「行」を選択します。


	
バックグラウンド・カラー: ハイライトされる領域のバックグラウンドの新しい色を選択します。


	
テキスト・カラー: ハイライトされる領域のテキストの新しい色を選択します。


	
ハイライト条件: 列、演算子および式を選択します。

[image: ir_highlight2.gifの説明が続きます]

図ir_highlight2.gifの説明






	
「適用」をクリックします。

[image: ir_highlight_rpt.gifの説明が続きます]

ir_highlight_rpt.gifの説明



On-Hold Projectsがハイライトされ、レポート上部の「レポート設定」領域に表示されることに注意してください。


	
ハイライトを解除するには、ハイライトされた名前をクリックし、次の編集を行います。

	
バックグラウンド・カラー: 「イエロー」を選択します。


	
テキスト・カラー: 「グリーン」を選択します。


	
「適用」をクリックします。





	
ハイライトを無効にするには、「有効/無効」チェック・ボックスを選択します。


	
ハイライトを削除するには、「ハイライトの削除」をクリックします。









列の計算

「アクション」の「書式」サブメニューで「計算」を選択して、列に計算を追加できます。これらの計算は、算術計算(たとえば、NBR_HOURS/24)にすることも、既存の列に適用されているOracle標準のファンクションにすることもできます。

計算を作成するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「書式」、「計算」の順に選択します。

「計算」リージョンが表示されます。


	
「計算」リージョンで、次の操作を実行します。

	
計算: 「新規計算」を選択します。


	
列ヘッダー: 作成する新しい列の名前を入力します。


	
書式マスク: 新しい列に適用するOracle書式マスクを選択します(たとえば、$9999)。

次に、計算を作成します。


	
計算を作成します。

	
列: 列または別名を選択します。


	
キーパッド: よく使用するキー用のショートカットを選択します。


	
ファンクション: 適切なファンクションを選択します。




次の例では、新しい列で予算金額と実績費用をH - Iの式を使用して比較しています(ここで、Hは費用でIは予算金額です)。

[image: ir_compute.gifの説明が続きます]

ir_compute.gifの説明






	
「適用」をクリックします。

新しいコスト分析列を含む変更後のレポートが表示されます。

[image: ir_compute_eg.gifの説明が続きます]

ir_compute_eg.gifの説明







計算の削除

計算を削除するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「書式」、「計算」の順に選択します。

「計算」リージョンが表示されます。


	
「計算」から、計算を選択します。

計算が表示されます。


	
「削除」をクリックします。











列の集計

「アクション」の「書式」メニューで「集計」を選択して、列に対して集計を定義できます。集計は、各コントロール・ブレークの後に、集計が定義されているレポートの末尾の列内に表示されます。

列を集計するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「書式」、「集計」の順に選択します。

「集計」リージョンが表示されます。


	
「集計」リージョンで、次の操作を実行します。

	
集計: 「新規集計」を選択します。


	
ファンクション: 「合計」、「平均」、「カウント」、「別々にカウント」、「最小」、「最大」または「メジアン」のいずれかを選択します。


	
列: 列を選択します。

[image: ir_aggreg.gifの説明が続きます]

ir_aggreg.gifの説明



この例では、コスト列の合計を作成しています。





	
「適用」をクリックします。

レポートの下部に、計算が表示されます。

[image: ir_aggreg_rpt.gifの説明が続きます]

ir_aggreg_rpt.gifの説明



この例では、集計にすべてのコスト列の合計が表示されます。






集計の削除

集計列を削除するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「書式」、「集計」の順に選択します。

「集計」リージョンが表示されます。


	
「集計」から、以前に定義した集計を選択します。


	
「削除」をクリックします。











「アクション」メニューからのチャートの作成

チャートを作成するには、「アクション」の「書式」メニューから「チャート」を選択します。対話モード・レポートごとに1つのチャートを作成できます。定義後は、検索バーのリンクを使用して、チャート・ビューとレポート・ビューを切り替えることができます。

チャートを作成するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「書式」、「チャート」の順に選択します。

「チャート」リージョンが表示されます。


	
「チャート」リージョンで、適切なオプションを指定します。

[image: ir_chart.gifの説明が続きます]

ir_chart.gifの説明



次は棒グラフ用の属性です。

	
チャート・タイプ: 作成するチャートのタイプ(横棒、縦棒、円または折れ線)を選択します。


	
ラベル: ラベルとして使用する列を選択します。


	
ラベルの軸タイトル: 選択された列に関連付けられている軸に表示されるラベルのタイトルを入力します(円グラフには使用できません)。


	
値: 値として使用する列を選択します。ファンクションがCOUNTである場合は、「値」を選択する必要はありません。


	
値の軸タイトル: 選択された列に関連付けられている軸に表示される値のタイトルを入力します(円グラフでは使用できません)。


	
ファンクション: (オプション)選択された列で値に対して実行されるファンクションを選択します。


	
ソート: ソート方法を選択します。





	
「適用」をクリックします。

グラフが表示されます。

[image: ir_chart_rpt.gifの説明が続きます]

図ir_chart_rpt.gifの説明



これで検索バーには、「レポートの表示」と「チャートの表示」の2つのアイコンが表示されます。


	
これらのアイコンをクリックすると、グラフとレポート・ビュー間を切り替えることができます。






グラフの編集

グラフを編集するには、次のステップを実行します。

	
レポートを表示し、次を実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「書式」、「チャート」の順に選択します。

「チャート」リージョンが表示されます。


	
選択内容を編集して、「適用」をクリックします。





	
グラフを表示し、次を実行します。

	
「チャートの編集」をクリックします。


	
選択内容を編集して、「適用」をクリックします。












チャートの削除

チャートを削除するには、次の手順を実行します。

	
レポートを表示し、次を実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「書式」、「チャート」の順に選択します。

「チャート」リージョンが表示されます。


	
「削除」をクリックします。





	
グラフを表示し、次を実行します。

	
「チャートの編集」をクリックします。


	
「削除」をクリックします。














列のグループ化

「グループ化」を使用すると、結果セットを1つ以上の列でグループ化し、列に対して算術計算を実行できます。グループ化を定義した後、検索バーのビュー・アイコンを使用して、グループ化ビューとレポート・ビューを切り替えることができます。


内容は次のとおりです。

	
グループ化の作成


	
グループ化の編集


	
グループ化の削除






グループ化の作成

グループ化を使用するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「書式」、「グループ化」の順に選択します。

「グループ化」リージョンが表示されます。

[image: ir_group_by.gifの説明が続きます]

ir_group_by.gifの説明



	
「GROUP BY列」から、表示する列を最大3つ選択します。


	
計算を含めるには、ファンクション、列、ラベルおよび書式マスクを選択します。


	
ソートを指定するには、ソート列、ソート方向およびNULL値のプリファレンスを選択します。

[image: ir_group_by2.gifの説明が続きます]

図ir_group_by2.gifの説明



	
「適用」をクリックします。

[image: ir_group_by_rpt.gifの説明が続きます]

図ir_group_by_rpt.gifの説明



検索バーの下に「グループ化」アイコンが表示されます。結果のレポートには、「プロジェクト」、「タスク名」、「予算」列が表示されます。また、原価合計という新しい列が右側に表示されます。









グループ化の編集

グループ化を編集するには、次を実行します。

	
「グループ化の編集」をクリックします。

「グループ化」リージョンが表示されます。


	
属性を編集します。


	
「適用」をクリックします。









グループ化の削除

グループ化を削除するには、次のステップを実行します。

	
「グループ化の編集」をクリックします。

「グループ化」リージョンが表示されます。


	
「削除」をクリックします。









グループ化のソート順序の選択

グループ化列のヘッダーをクリックするか「書式」サブメニューで「ソート別のグループ化」を選択して、グループ化列のソート順序(昇順または降順)を指定できます。また、NULL値の処理方法も指定できます。デフォルト設定を使用すると、NULL値は常に末尾に表示され、それ以外の場合は常に先頭に表示されます。

グループ化列をソートするには、次を実行します。

	
「グループ化」ビューにアクセスします。「グループ化の作成」を参照してください。


	
「アクション」メニューをクリックし、「書式」、「ソート別のグループ化」の順に選択します。




	
ヒント:

「ソート別のグループ化」はグループ化」ビューを表示しているときのみ表示されます。







「ソート別のグループ化」リージョンが表示されます。

[image: ir_group_by_sort.gifの説明が続きます]

図ir_group_by_sort.gifの説明



	
列、ソート方向(「昇順」または「降順」)、および「NULLソート」の動作(「デフォルト」、「NULLを常に最後」または「NULLを常に最初」)を選択します。


	
「適用」をクリックします。











フラッシュバック問合せの実行

「アクション」メニューから「フラッシュバック」を選択すると、フラッシュバック問合せを実行できます。フラッシュバック問合せを使用すると、データを過去のある時点の状態で表示することができます。フラッシュバック可能なデフォルトの時間は3時間(180分)ですが、実際の時間はデータベースによって異なります。

フラッシュバック問合せを実行するには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「フラッシュバック」を選択します。


	
「フラッシュバック」リージョンで、時間(分)を入力します。


	
「適用」をクリックします。









対話モード・レポートの保存

エンド・ユーザーは、プライベートまたはパブリックの対話モード・レポートを保存できます。プライベート・レポートは作成したユーザーのみ、表示、保存、名前変更、削除できます。次に、対話モード・レポートの検索バーにある「レポート」リストを示します。

[image: ir_reports_list.gifの説明が続きます]

ir_reports_list.gifの説明



次に2つのレポートの例を示します。

	
デフォルト: プライマリ・レポート。これはアプリケーションの開発者が作成する最初のレポートです。デフォルトのプライマリ・レポートは名前を変更したり削除することはできません。


	
プライベート: 1. コントロール・ブレーク。これはプライベートのレポートです。プライベート・レポートは作成したユーザーのみ、表示、保存、名前変更、削除できます。





内容は次のとおりです。

	
構成の依存性について


	
パブリックまたはプライベートの対話モード・レポートの保存


	
パブリックまたはプライベートの対話モード・レポートの名前変更


	
パブリックまたはプライベートの対話モード・レポートの削除






構成の依存性について

対話モード・レポートを保存できるかどうかは、アプリケーション開発者が構成します。詳細は、『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』の検索バーのカスタマイズおよび対話モード・レポートの保存に関する説明を参照してください。






パブリックまたはプライベートの対話モード・レポートの保存

エンド・ユーザーは対話モード・レポートを保存し、次のいずれかに分類できます。

	
パブリック。レポートを作成したエンド・ユーザーが保存、名前の変更、または削除を実行できます。他のユーザーは別のレポートとしてレイアウトを表示および保存できます。


	
プライベート。レポートを作成したエンド・ユーザーのみが表示、保存、名前の変更または削除を実行できます。




パブリックまたはプライベートの対話モード・レポートを保存するには、次のステップを実行します。

	
保存する対話モード・レポートが含まれるページに移動します。


	
レポートをカスタマイズします(たとえば、列の非表示、フィルタの追加など)。「「アクション」メニューの使用」を参照してください。


	
「アクション」メニューをクリックし、「レポートの保存」を選択します。

「レポートの保存」リージョンが表示されます。

[image: ir_save_rpt.gifの説明が続きます]

ir_save_rpt.gifの説明



	
「レポートの保存」で、次のステップを実行します。

	
名前: レポートの名前を入力します。


	
説明: 説明を入力します(オプション)。


	
「パブリック」: レポートをすべてのユーザーが表示できるようにするには、このチェック・ボックスを選択します。レポートをプライベートにするには、このチェック・ボックスの選択を解除します。




	
ヒント:

対話モード・レポートをパブリックとして保存できるかどうかは、アプリケーション開発者の構成で決まります。「構成の依存性について」を参照してください。








	
「適用」をクリックします。












パブリックまたはプライベートの対話モード・レポートの名前変更

パブリックまたはプライベートの対話モード・レポートを名前変更するには、次のステップを実行します。

	
レポートを開発者として実行します。


	
名前を変更するパブリックまたはプライベートの対話モード・レポートを選択します。


	
「レポートの名前変更」リンクをクリックします。

[image: ir_rename.gifの説明が続きます]

図ir_rename.gifの説明



	
属性を編集します(たとえば、新しい名前を入力します)。


	
「適用」をクリックします。









パブリックまたはプライベートの対話モード・レポートの削除

パブリックまたはプライベートの対話モード・レポートを削除するには、次のステップを実行します。

	
レポートを開発者として実行します。


	
レポート名のリンクの横にある「レポートの削除」アイコンをクリックします。

[image: ir_delete.gifの説明が続きます]

図ir_delete.gifの説明



	
「適用」をクリックします。











レポートのリセット

「アクション」メニューから「リセット」を選択すると、レポートをデフォルト設定にリセットできます。レポートをリセットすると、ユーザーが行ったすべてのカスタマイズが削除されます。

レポートをリセットするには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「リセット」を選択します。


	
「適用」をクリックします。









レポートのダウンロード

「アクション」メニューから「ダウンロード」を選択すると、対話モード・レポートをダウンロードできます。使用可能なダウンロード形式は、ご使用のインストールとレポート定義によって異なります。サポートされている形式は、カンマ区切りファイル(CSV)形式、HTML、電子メール、Microsoft Excel (XLS)形式、Adobe Portable Document Format (PDF)およびMicrosoft Wordリッチ・テキスト形式(RTF)です。




	
ヒント:

対話モード・レポートをダウンロードできるかどうかは、アプリケーション開発者が構成できます。ダウンロード・オプションの構成の詳細は、『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のアクション・メニューのダウンロード・オプションの構成に関する説明を参照してください。







レポートをダウンロードするには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「ダウンロード」を選択します。


	
レポートのダウンロード形式を選択し、表示された指示に従います。









電子メールで送信されるレポートのサブスクライブ

エンド・ユーザーはレポートをサブスクライブすると、レポートの更新バージョンを受信できます。レポートをサブスクライブするには、「アクション」メニューの「サブスクリプション」をクリックします。対話モード・レポートから送信される電子メールには、上書きすることができない、送信元を示すシステム生成の電子メール署名が含まれます。

サブスクリプションを利用するための条件は次のとおりです。

	
Oracle Application Express管理者は、インスタンス・レベルで電子メールを構成する必要があります。


	
アプリケーション開発者は、対話モード・レポートの属性ページの「サブスクリプション」チェック・ボックスを選択する必要があります。『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』の対話モード・レポートの検索バーのカスタマイズに関する説明を参照してください。




更新版のレポート結果を電子メールで受け取るには、次のステップを実行します。

	
「アクション」メニューをクリックし、「サブスクリプション」を選択します。

「サブスクリプションの追加」リージョンが表示されます。


	
「サブスクリプションの追加」で、次のステップを実行します。

	
電子メール・アドレス: レポートを受け取る電子メール・アドレスを入力します。複数の電子メール・アドレスを含める場合は、各電子メール・アドレスをカンマで区切ります。


	
件名: 電子メールの件名行に表示するテキストを入力します。


	
頻度: レポートの送信間隔を選択します。


	
開始位置: 開始日時を選択します。


	
終了: 終了日時を選択します。日、週、月または年を選択します。


	
「適用」をクリックします。










	
注意:

サブスクリプションから送信される電子メールには、サブスクリプションの作成者を示すシステム生成の電子メール署名が含まれます。この署名は削除できません。










	
関連項目:

Oracle Application Express管理ガイドの「対話モード・レポートのサブスクリプションの管理」

















4 データのアップロード

この項では、既存のアプリケーションのデータのロード・ウィザードを使用して、Oracle Application Expressアプリケーションにデータをインポートする方法を説明します。




	
ヒント:

この項で説明する機能を使用するには、アプリケーションがデータのアップロード機能を備えている必要があります。詳細は、『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のデータのロード機能を使用したアプリケーションの作成に関する説明を参照してください。








内容は次のとおりです。

	
データのロード・ウィザードの使用について


	
ファイルからアプリケーションへのデータのインポート


	
アプリケーションへのデータのコピー・アンド・ペースト


	
自動的にサポートされている日付、タイムスタンプおよび数値書式






データのロード・ウィザードの使用について

データのロード機能を持つアプリケーションでは、エンド・ユーザーは、アクセスできる任意のスキーマ内にある表にデータを動的にインポートできます。エンド・ユーザーは、ファイルからデータをアップロードするか、エンド・ユーザーがウィザードに直接入力したデータをコピー・アンド・ペーストするデータ・ロード・ウィザードを実行します。

アプリケーションのデータのロード・ウィザードには、データのアップロードの間に表参照およびトランスフォーメーション・ルールを適用する機能がビルドされ含まれている場合があります。データが実際にデータベースにインポートされる前に、すべての参照およびトランスフォーメーション・ルールが適用されたデータを確認する機会が与えられます。

	
表参照: これらのルールは、インポート・ファイル内のデータを自動的にマップしたり、別の表に含まれるデータにフィールドをコピー・アンド・ペーストします。たとえば、インポート・ファイルのDEPTNO列には部門名が含まれており、アップロード表ではその列に数値が必要な場合、表参照ルールを使用して、別の表でその部門名に対応する部門番号が検索されます。


	
データ・トランスフォーメーション・ルール: インポート・データを大文字や小文字に変更するなどといったフォーマットの変換を行います。たとえば、インポート・ファイルの列データに大文字と小文字の両方があり、インポート先の表ではすべて大文字である必要がある合、データのアップロード時にその列にはデータ・トランスフォーメーション・ルールによって自動的に大文字のみを挿入するようにできます。









ファイルからアプリケーションへのデータのインポート

アプリケーションにデータをアップロードするには、アプリケーションにデータ・アップロード機能をビルドし、ファイルを正しくフォーマットする必要があります。

次の項では、データ・ロード・ウィザードを使用してテキスト・ファイルからのデータをインポートするアップロード手順を、パッケージされているサンプル・アプリケーションであるサンプル・データベース・アプリケーションの例を使用して説明します。




	
関連項目:

『Oracle Application Expressアプリケーション・ビルダー・ユーザーズ・ガイド』のパッケージされているアプリケーションの活用およびサンプル・データベース・アプリケーションに関する説明







ファイルからサンプル・データベース・アプリケーション(パッケージされているサンプル・アプリケーション)にデータをインポートするには、次のステップを実行します。

	
サンプル・データベース・アプリケーション(パッケージされているサンプル・アプリケーション)にログインします。


	
「顧客」ページで「データをアップロード」をクリックし、データ・ロード・ウィザードを起動します。

データ・ロード・ウィザードが表示されます。


	
「データ・ロード・ソース」で次のステップを実行します。

	
インポート元: 「ファイルをアップロード(カンマ区切り(*.csv)またはタブ区切り)」を選択します。

「データ・ロード・ソース」ページにデータ・ファイルからロードする際のオプションが表示されます。

[image: data_load_source.gifの説明が続きます]

図data_load_source.gifの説明



	
セパレータ: 列セパレータ文字を入力します。タブ区切りには\tを使用します。


	
囲み文字(オプション): データ値の開始および終了の範囲を区切るデリミタ文字を入力します。


	
1行目に列名がある: 次のオプションがあります。

	
はい: 列名には、アップロードされたデータ・ファイルの最初の行の列名を使用します。


	
いいえ: 列名には、アップロードされたデータ・ファイルの列名は使用しません。





	
ファイルのキャラクタ・セット: アップロードするファイルに関連付けられたファイル・キャラクタ・セットを選択します。


	
ファイル名: アップロードするデータを含むファイル名を参照します。

次にcustomer.txtデータ・ロード・ファイルの例を示します。

[image: customer.gifの説明が続きます]

customer.gifの説明



	
通貨記号: データに国際通貨記号が含まれている場合は、それをここに入力します。たとえば、データが$1,234.56または¥1,234.56の場合、$または¥を入力します。このようにしないと、データは正しくロードされない場合があります。


	
グループ・セパレータ: データにグループ・セパレータが含まれる場合、ここに入力します。グループ・セパレータとは、たとえば、千や100万などを示すために整数グループを区切る文字です。

グループ・セパレータには任意の文字を使用できます。指定した文字はシングルバイトで、グループ・セパレータは他の小数点文字とは異なる必要があります。これらの文字には、スペースは使用できますが、数字、プラス記号(+)、ハイフン(-)または小なり記号(<>)、大なり記号(>)は使用できません。


	
小数点文字: データに小数点文字が含まれる場合、ここに入力します。小数点文字は、数値の整数部と小数部を区切ります。少数点文字には任意の文字を使用できます。指定した文字はシングルバイトで、小数点文字は他の小数点文字とは異なる必要があります。これらの文字には、スペースは使用できますが、数字、プラス記号(+)、ハイフン(-)または小なり記号(<>)、大なり記号(>)は使用できません。





	
「次へ」をクリックします。

「データと表のマッピング」ページが表示されます。

[image: data_table_mapping.gifの説明が続きます]

図data_table_mapping.gifの説明



	
「データと表のマッピング」では、次のステップを実行します。

	
列のマッピング: マッピング先の列名を示します。列名を変更するには、リストから新しい列名を選択します。列を非表示にするには、「ロードしない」を選択します。


	
日付/数値書式: 多くの標準化されている日付および数値書式は、自動解析され、データベースに渡されます。独自の書式を定義したい場合や、自動的に解析されない書式の場合、このフィールドを使用し独自のものを定義します。「自動的にサポートされている日付、タイムスタンプおよび数値書式」を参照してください。


	
「次へ」をクリックします。




「データ検証」ページが表示され、表参照後およびトランスフォーメーション・ルールの適用後に挿入または更新されるデータが表示されます。表参照およびトランスフォーメーション・ルールの詳細は、「データ・ロード・ウィザードの使用」を参照してください。

[image: validation.gifの説明が続きます]

図validation.gifの説明



	
アップロードするデータを確認し、「データのロード」をクリックします。

「データ・ロード結果」ページが表示されます。

[image: data_load_results.gifの説明が続きます]

図data_load_results.gifの説明



「データ・ロード結果」ページが表示されます。

	
挿入された行: 表にアップロードされた新しい行です。


	
更新された行: 新しい情報で更新された表内の行数です。


	
失敗した行: 追加または更新されていないアップロード・ファイルからの行数です。


	
レビューの必要な行: レビューが必要な行数です。





	
「顧客」ページに戻るには、顧客の表示をクリックします。









アプリケーションへのデータのコピー・アンド・ペースト

アプリケーションにデータをアップロードするには、アプリケーションにデータ・アップロード機能をビルドし、ペーストされるデータを正しく書式化する必要があります。

次の項では、データ・ロード・ウィザードを使用してテキスト・ファイルからのデータをコピー・アンド・ペーストするアップロード手順を、パッケージされているサンプル・アプリケーションであるサンプル・データベース・アプリケーションの実例を使用して説明します。

アプリケーションにデータをコピー・アンド・ペーストするには、次のステップを実行します。

	
サンプル・データベース・アプリケーション(パッケージされているサンプル・アプリケーション)にログインします。


	
「顧客」ページで「データをアップロード」をクリックし、データ・ロード・ウィザードを起動します。

データ・ロード・ウィザードの最初のページが表示されます。

[image: data_load_paste.gifの説明が続きます]

図data_load_paste.gifの説明



	
「データ・ロード・ソース」で次のステップを実行します。

	
インポート元: 「コピー・アンド・ペースト」を選択します。


	
セパレータ: 列セパレータ文字を入力します。タブ区切りには\tを使用します。


	
囲み文字(オプション): データ値の開始および終了の範囲を区切るデリミタ文字を入力します。


	
1行目に列名がある: 次のオプションがあります。

	
はい: 列名には、アップロードされたデータ・ファイルの最初の行の列名を使用します。


	
いいえ: 列名には、アップロードされたデータ・ファイルの列名は使用しません。





	
ファイルのキャラクタ・セット: コピーするデータに関連付けられたファイル・キャラクタ・セットを選択します。


	
区切りデータをコピー・アンド・ペースト: ページ下部のサンプル・データの挿入ボタンをクリックします。

サンプル・データが「区切りデータをコピー・アンド・ペースト」フィールドに表示されます。

[image: copy_example.gifの説明が続きます]

図copy_example.gifの説明



	
通貨記号: データに国際通貨記号が含まれている場合は、それをここに入力します。たとえば、データが$1,234.56または¥1,234.56の場合、$または¥を入力します。このようにしないと、データは正しくロードされない場合があります。


	
グループ・セパレータ: データにグループ・セパレータが含まれる場合、ここに入力します。グループ・セパレータとは、たとえば、千や100万などを示すために整数グループを区切る文字です。

グループ・セパレータには任意の文字を使用できます。指定した文字はシングルバイトで、グループ・セパレータは他の小数点文字とは異なる必要があります。これらの文字には、スペースは使用できますが、数字、プラス記号(+)、ハイフン(-)または小なり記号(<>)、大なり記号(>)は使用できません。


	
小数点文字: データに小数点文字が含まれる場合、ここに入力します。小数点文字は、数値の整数部と小数部を区切ります。少数点文字には任意の文字を使用できます。指定した文字はシングルバイトで、小数点文字は他の小数点文字とは異なる必要があります。これらの文字には、スペースは使用できますが、数字、プラス記号(+)、ハイフン(-)または小なり記号(<>)、大なり記号(>)は使用できません。





	
「次へ」をクリックします。

「データと表のマッピング」ページが表示されます。

[image: data_table_mapping.gifの説明が続きます]

図data_table_mapping.gifの説明



	
「データと表のマッピング」では、次のステップを実行します。

	
列のマッピング: マッピング先の列名を示します。列名を変更するには、リストから新しい列名を選択します。列を非表示にするには、「ロードしない」を選択します。


	
日付/数値書式: 多くの標準化されている日付および数値書式は、自動解析され、データベースに渡されます。独自の書式を定義したい場合や、自動的に解析されない書式の場合、このフィールドを使用し独自のものを定義します。「自動的にサポートされている日付、タイムスタンプおよび数値書式」を参照してください。


	
「次へ」をクリックします。





	
「次」をクリックします。

「データ検証」ページが表示され、表参照後およびトランスフォーメーション・ルールの適用後に挿入または更新されるデータが表示されます。表参照およびトランスフォーメーション・ルールの詳細は、「データ・ロード・ウィザードの使用」を参照してください。

[image: validation2.gifの説明が続きます]

図validation2.gifの説明



	
「データ検証」を実行するために、アップロードするデータを確認し、「データのロード」をクリックします。

「データ・ロード結果」ページが表示されます。

[image: data_load_results2.gifの説明が続きます]

図data_load_results2.gifの説明



「データ・ロード結果」ページが表示されます。

	
挿入された行: 表にアップロードされた新しい行です。


	
更新された行: 新しい情報で更新された表内の行数です。


	
失敗した行: 追加または更新されていないアップロード・ファイルからの行数です。


	
レビューの必要な行: レビューが必要な行数です。





	
「顧客」ページに戻るには、顧客の表示をクリックします。









自動的にサポートされている日付、タイムスタンプおよび数値書式

次の日付、タイムスタンプおよび数値書式は、データのアップロード時に自動解析され、データベースに渡されます。


自動的にサポートされている日付書式マスク

'MM/DD/RRRR'

'DD/MM/RRRR'

'DD/MM/RR'

'fmMM/DD/RRRR'

'fmDD/fmMM/RRRR'

'RRRR.MM.DD.'

'DD-MM-RR'

'DD.MM.RRRR'

'DD/MON/RR'

'RRRR-MM-DD'

'DD-MM-RRRR'

'fmDD/MM/RRRR'

'RRRR/MM/DD'

'DD.MM.RR'

'fmRRRR/MM/DD'

'fmDD.MM.RRRR'

'MM/DD/RRRR'

'RRRR.MM.DD'

'fmDD-MM-RRRR'

'RRRR-MM-DD"T"hh24:mi:ss'


自動的にサポートされているタイムスタンプ書式マスク

'DD/MM/RR HH24.MI.SSXFF'

'DD.MM.RR HH:MI:SSXFF PM'

'DD/MM/RR HH:MI:SSXFF PM'

'DD-MON-YYYY HH24:MI'

'DD-MON-YYYY HH24.MI.SSXFF'

'DD-MON-YYYY HH:MI:SSXFF PM'

'DD-MON-YYYY HH24:MI TZR'

'DD-MON-YYYY HH24.MI.SSXFF TZR'

'DD-MON-YYYY HH.MI.SSXFF PM TZR'


自動的にサポートされている数値書式マスク

'FML999G999G999G999G990D00'

'999G999G999G999G990D00'

'999G999G999G999G990D0000'

'999G999G999G999G999G999G990'

'999G999G999G999G990D00MI'

'S999G999G999G999G990D00'

'999G999G999G999G990D00PR'
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This illustration shows the Email icon which resembles an envelope. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Rename Report link. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows a populated Group By region. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Create Data Grid page. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows a highlighted report. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Annotations page. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the page navigation on a home page. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the first page of the Data Load wizard. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Edit Row icon on a data grid. Use this icon to edit a single data row. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Edit Sections page. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows an interactive report. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Highlight region with options selected. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows that three rows were inserted, one row was updated and zero rows failed. See the surrounding text for further details.
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This illustration shows the search bar that displays on top of every interactive report. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration show the revised report with the new Cost Analysis column.
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This illustration shows the Tags region on a Websheet page. In this illustration the cursor is positioned over the Add Tag icon which resembles a plus sign (+). Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows four rows of data that will be either updated or added when the upload process is complete. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows a data grid. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows a section with the Expand Toolbar icon. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Row Per Page submenu. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Reports list on the Search bar of an interactive report. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Notes region on a Websheet page. In this illustration the cursor is positioned over the Add Note icon which resembles a plus sign (+). Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows how to search specific columns in an interactive report. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the revised report. This example creates a sum of the Budget column. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows a data grid with the Rows option selected on the Manage menu. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the four rows of data copied from the customer.txt file and pasted into the Copy and Paste Delimited Data field.
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This illustration shows the Data Load Source page after selecting Upload file, comma separated (*csv), or tab delimited for the Import From option. This is the first page of the Data Load wizard. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Sort region. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the login page for a sample Websheet application. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows that three rows were inserted, one row was updated and zero rows failed. See the surrounding text for further details.
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This illustration shows the Control Break region. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Edit Section page. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows a revised report with the filter applied. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Select Columns region. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Filter with the expression H > 5000. This expression narrows the display to projects greater than or equal to $5000. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows a section with the toolbar displayed. When you pass your cursor over an icon, a descriptive tooltip displays. To hide the toolbar, click the Collapse Toolbar icon. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Action menu to the right of the Go button on the Search bar. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Group By Sort region. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Logout icon within a running Websheet. This link displays in the upper right corner of the page to the right of the Builder link. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Save Report region. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration demonstrates how to create a new Cost Analysis column using the formula H - I, where H is the cost and I is the budgeted amount. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Help button on a running Websheet. This link displays in the upper right corner of the page to the right of the Language link. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Files region on a Websheet page. In this illustration the cursor is positioned over the Add File icon which resembles a plus sign (+). Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Search Websheet field in the upper right of each page. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows a report with a control break by project. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows a sample Chart. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Group By region. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the System page with the Systems Overview section hidden. You can hide and unhide a page section by clicking the arrow to the left of the Section title. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Highlight region. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Presentation icon page on the far right side of the page. This icon resembles a white forward arrow. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Home breadcrumb on the home page. Positioning the mouse over the Home breadcrumb displays a submenu of links to all the pages in the Websheet. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.

[image: Oracle]

Copyright © 2012, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Legal Notices



This illustration shows the Annotations page. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Delete Report icon. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Print icon which resembles a printer. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows a Websheet in Presentation mode. In Presentation mode, each page section displays as a separate page. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Filter region. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows a data grid with the Columns option selected on the Manage menu. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows four rows of data to be added or updated. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.

[image: Oracle]

Copyright © 2012, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Legal Notices



This illustration shows four rows of data that will be either updated or added when the upload process is complete. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Column Heading menu. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration has five rows of data. The first row includes the name of each column to upload data to. The other four rows contain customer information for four different customers.
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This illustration shows the Annotations page. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Filter region. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Edit Row icon on a data grid. Use this icon to edit a single data row. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Aggregate region. This example creates a sum of the Cost column. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows a data grid with Toggle Check Boxes enabled. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Data page in Report view. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Chart region. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Search page. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Edit icon within a Websheet section. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the Websheet Control Panel. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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This illustration shows the resulting Group By report. Additional information about this illustration can be found in the surrounding text.
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Oracle Legal Notices

Copyright Notice

Copyright © 1994-2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

Trademark Notice

Oracle and Java are registered trademarks of Oracle and/or its affiliates. Other names may be trademarks of their respective owners.

Intel and Intel Xeon are trademarks or registered trademarks of Intel Corporation. All SPARC trademarks are used under license and are trademarks or registered trademarks of SPARC International, Inc. AMD, Opteron, the AMD logo, and the AMD Opteron logo are trademarks or registered trademarks of Advanced Micro Devices. UNIX is a registered trademark of The Open Group.

License Restrictions Warranty/Consequential Damages Disclaimer

This software and related documentation are provided under a license agreement containing restrictions on use and disclosure and are protected by intellectual property laws. Except as expressly permitted in your license agreement or allowed by law, you may not use, copy, reproduce, translate, broadcast, modify, license, transmit, distribute, exhibit, perform, publish, or display any part, in any form, or by any means. Reverse engineering, disassembly, or decompilation of this software, unless required by law for interoperability, is prohibited.

Warranty Disclaimer

The information contained herein is subject to change without notice and is not warranted to be error-free. If you find any errors, please report them to us in writing.

Restricted Rights Notice

If this is software or related documentation that is delivered to the U.S. Government or anyone licensing it on behalf of the U.S. Government, the following notice is applicable:

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.
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This software or hardware is developed for general use in a variety of information management applications. It is not developed or intended for use in any inherently dangerous applications, including applications that may create a risk of personal injury. If you use this software or hardware in dangerous applications, then you shall be responsible to take all appropriate fail-safe, backup, redundancy, and other measures to ensure its safe use. Oracle Corporation and its affiliates disclaim any liability for any damages caused by use of this software or hardware in dangerous applications.

Third-Party Content, Products, and Services Disclaimer

This software or hardware and documentation may provide access to or information on content, products, and services from third parties. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to third-party content, products, and services. Oracle Corporation and its affiliates will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to your access to or use of third-party content, products, or services.

Alpha and Beta Draft Documentation Notice

If this document is in preproduction status:

This documentation is in preproduction status and is intended for demonstration and preliminary use only. It may not be specific to the hardware on which you are using the software. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to this documentation and will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to the use of this documentation.
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